
�
広 報 あ ら お   2010.4.1

広 報

（平成22年）

№1391

4.1

A r a o  C i t y  P u b l i c  R e l a t i o n s

元気に 笑 顔 か が や く 快 適 都 市

新

た

な

一

歩

を

踏

み

出

す

季

節

組織改革　市の組織が変わります

万田坑　1 0 8 年の歴史のあゆみ

さようなら、 母校。 　荒尾一中 ・ 荒尾二中  閉校

C l o s e  U p

2010



�
2010.4.1  広 報 あ ら お

荒尾市ホームページ  （http://www.city.arao.lg.jp）
声の広報［文字による情報入手が困難な障がい者のための音声訳（録

音版） 広報誌］　（福祉課）

■ 　お も な 内 容 　　ma i n  c o n t e n t s

三池炭鉱・万田坑　108 年のあゆみ 3

さようなら、母校。荒尾一中・二中閉校式 6

組織改革　市の組織が変わります 8

応援します！市民活動 16

予防接種が受けられます 22

男女共同参画社会に向けた中学生の作品 26

題 字 を 書 き ま し た

習
字
は
６
年
間
習
っ
て
い
ま
す
。
算
数
が
す

き
で
、
筆
算
を
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

部
活
動
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
２
月
の
市
の
学
年
別
冬
季
大
会
で
優

勝
し
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
今
年
も
習

字
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
が
ん
ば
り
ま
す
。荒 尾 第 一 小 学 校 　 6 年

伊 藤 　 愛 梨 　 さ ん

早
い
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
桜

を
追
い
か
け
て
、
可
憐
な

梨
の
花
が
里
山
を
白
い
絨
毯
で
覆

う
、
荒
尾
を
代
表
す
る
風
景
と

な
り
ま
し
た
。

  

こ
う
し
た
毎
年
回
り
く
る
荒
尾

の
自
然
の
営
み
と
異
な
り
、
国

政
に
お
い
て
は
政
権
交
代
に
よ

り
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
、

「
中
央
か
ら
地
域
主
権
」
へ
と
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
政
策
も
大
き

く
変
わ
り
始
め
て
お
り
ま
す
。

  

こ
の
こ
と
は
、
今
後
、
市
町
村

が
果
た
す
役
割
へ
の
期
待
が
ま

す
ま
す
高
ま
る
こ
と
を
意
味
し
、

ま
た
、
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
こ
う
し
た
国
政
の
変
化
や

社
会
、
経
済
の
動
き
を
し
っ
か
り

捉
え
て
、
本
年
度
も
市
政
運
営

に
全
力
で
邁
進
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

  

本
年
度
の
市
政
運
営
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
国
政
の
変
化
も

踏
ま
え
、
特
に
本
年
度
は

「
市

民
の
皆
様
の
満
足
感
の
増
大
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
市
役
所
組

織
の
再
編
や
子
育
て
支
援
課
の

新
設
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
開
設
等
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
消
費
者
相
談
の
充
実
、

わ
か
り
や
す
い
市
政
情
報
の
発
信

と
い
っ
た
こ
と
に
併
せ
て
、
将
来

の
荒
尾
を
担
う
子
ど
も
の
支
援
に

も
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。

  

本
市
は
、
安
心

・
安
全
と
い
う

面
か
ら
は
、
全
国
の
都
市
の
中
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
更
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
荒
尾
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

こ
の
他
、
荒
尾
を
元
気
に
す
る

た
め
の
各
種
施
策
を
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
が
、
こ
の
４
月
25
日

に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
万
田

坑
や
辛
亥
革
命
100
周
年
を
迎
え

て
の
宮
崎
兄
弟
生
家
な
ど
荒
尾

が
誇
る

「
宝
」
を
、
今
秋
に
市

民
総
参
加
で
の
開
催
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
県
民
体
育
祭
な
ど

様
々
な
機
会
を
通
じ
て

「
元
気

な
荒
尾
」
の
象
徴
と
し
て
市
内
外

へ情
報
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
私
の
市
長
と
し
て
の

二
期
目
の
締
め
く
く
り
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
市

政
の
舵
取
り
で
、
市
民
の
皆
様
に

は
そ
の
成
果
を
十
分
に
説
明
で
き

る
よ
う
に
す
べ
く
努
力
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

荒
尾
市
長　

前
畑 

淳
治　

携帯電話専用サイト　http://www.city.arao.lg.jp/imode/　

▲

市

長

室

か

ら
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三 池 炭 鉱 ・ 万 田 坑
1 0 8 年 の あ ゆ み

Special Close up 1

三
池

炭
鉱
の
発
見
は
、

１
４
６
９

（
文
明

元
）
年
に
さ
か
の
ぼ
る
と
の
伝

承
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
柳

川
藩
家
老
の
小
野
氏
が
１
７
２
１

（
享
保
６
）
年
か
ら
採
掘
を
開
始

し
、
主
に
瀬
戸
内
地
方
の
製
塩

用
燃
料
と
し
て
販
売
さ
れ
た
記

録
が
残
っ
て
い
る
。

　

三
池
炭
鉱
は
、
明
治
初
期
に

明
治
政
府
が
直
轄
す
る
炭
鉱
に

な
り
、
そ
れ
以
後
、
近
代
的
な

手
法
を
導
入
す
る
こ
と
で
大
規

模
に
開
発
さ
れ
、
わ
が
国
最
大

の
炭
鉱
へ
と
飛
躍

・
発
展
し
て
い

く
。
ま
た
、
１
８
８
４

（
明
治

１
７
）
年
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
学
で
当
時
最
新
の
鉱
山
技

術
を
修
得
し
て
き
た
團
琢
磨
が

三
池
の
地
に
赴
任
し
て
き
た
こ
と

は
、
そ
の
後
の
三
池
炭
鉱
の
発
展

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
。

　

官
営

（
国
営
）
時
代
に
開
か

れ
た
主
な
坑
口
に
は
、
大
浦
坑
、

七
浦
坑
、
宮
浦
坑

（
以
上
、
大

牟
田
市
）
が
あ
り
、
官
営
期
に

掘
り
始
め
ら
れ
、
１
８
８
９

（
明

治
22
）
年
に
三
井
に
払
い
下
げ

ら
れ
た
後
に
引
き
継
が
れ
た
も
の

に
勝
立
坑
（
大
牟
田
市
）
が
あ
る
。

　

宮
原
坑

（
大
牟
田
市
）
、
万
田

坑

（
荒
尾
市
）
は
、
勝
立
坑
に

次
い
で
三
井
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

主
力
坑
で
、
そ
れ
ぞ
れ
明
治
後

期
か
ら
大
正
期
、
大
正
期
か
ら

昭
和
前
期
に
活
躍
し
て
い
た
。
万

田
坑
以
降
に
開
か
れ
た
主
力
坑

と
し
て
は
四
山
坑
、
三
川
坑
、

有
明
坑
が
あ
る
。
わ
が
国
の
復

興
に
大
き
な
役
目
を
果
た
し
た

も
の
の
、
労
働
争
議
や
爆
発
事

故
を
経
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
後
に

は
そ
の
経
営
は
苦
境
に
立
た
さ

れ
、
外
国
炭
と
の
価
格
差
の
た
め

経
営
は
厳
し
さ
を
増
す
一
方
と

な
っ
た
。

　

三
井
三
池
炭
鉱
は
平
成
９
年
３

月
閉
山
し
、
三
井
経
営
108
年
、

官
営
時
か
ら
は
124
年
と
い
う
近

代
炭
鉱
と
し
て
の
長
い
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
た
。

4
月25日、 およそ 1年半にも及ぶ修理と周辺整備を終え、 万田坑がついに一般公開される。

「九州 ・ 山口の産業遺産群」 の一構成資産としてユネスコの世界遺産一覧表掲載を目指す万

田坑だが、 地元に暮らすわたしたちは万田坑について、 他市の人にどれだけ語れるだろうか。

産業遺産である万田坑。 そこには世界遺産候補となるべき、 深い歴史がある。

知っていることも知らないことも、 まだたくさん眠っている荒削りの宝。 それが万田坑だ。

短期間で先進国の仲間入りを果たした日本が歩んだ近代化への歴史の一面を語る、

光も闇も併せ持つ万田坑と三池炭鉱。

今はまさに、 この歴史を世界共有の歴史として伝えていく千載一遇の機会だ。

石炭とともに歩んだこの 「わがまち荒尾」 を知り、 日本の近代化を学ぶ道しるべ、 万田坑。

この世界遺産登録への動きをきっかけに、 より身近に感じ、 荒尾をもっと伝えたい――

「荒尾の宝」 万田坑と三池炭鉱の歴史を、 ここに少しだけ紐解いてみる。

�

　

一
、　

三

池

炭

鉱

の

歴

史

　　現在の万田坑　坑内トロッコ軌条
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明
治

大
正

荒
尾

市
と
大
牟
田
市
に

ま
た
が
る
万
田
坑

は
、
当
初
官
営
で
あ
っ
た
三
池
炭

鉱
が
、
１
８
８
９

（
明
治
22
）
年
に

民
営
と
し
て
操
業
開
始
し
た
後
に
、

宮
原
坑
に
次
い
で
開
発
さ
れ
た
炭

鉱
で
あ
る
。
宮
原
坑
の
南
約
1.5
キ

ロ
の
位
置
に
開
か
れ
た
万
田
坑
は
、

当
時
わ
が
国
の
炭
鉱
の
模
範
と
す

る
べ
く
、
三
井
の
総
力
を
挙
げ
て

整
備
さ
れ
た
坑
口
だ
。

　

１
８
９
７

（
明
治
30
）
年
に
第
一

竪
坑
の
開
削
着
手
後
、１
８
９
９
（明

治
32
）
年
に

「
総
鉄
骨
造
」
の
櫓

が
完
成
し
、
１
９
０
２

（
明
治
35
）

年
に
採
炭
を
開
始
し
た
。
現
存
す

る
第
二
竪
坑
は
、
１
８
９
８

（
明
治

31
）
年
に
開
削
着
手
後
、
１
９
０
８

（明
治
41
）
年
に
完
成
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
炭
鉱
の
櫓
は
、
木
材

を
主
に
用
い
て
建
設
さ
れ
、
鋼
材

は
接
合
部
分
な
ど
の
補
強
の
た
め

部
分
的
に
使
用
さ
れ
る
の
が
一
般

的
だ
っ
た
。
万
田
坑
は
、
三
井
三

池
炭
鉱
で
の
鉄
骨
櫓
構
造
物
と
し

て
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
時
の
鉄
骨
は
、
政
府
や

財
閥
が
関
与
し
た
事
業
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
な
高
価
な
材
料
で
あ
り
、

当
時
の
万
田
坑
建
設
の
重
要
性
が

み
て
と
れ
る
。　

そ
の
他
、
１
９
０
８

（
明
治
41
）
年
に
三
池
港

（
大
牟

田
市
）
が
完
成
し
、
炭
鉱
と
そ
れ

を
結
ぶ
専
用
鉄
道
が
開
通
す
る
な

ど
、
三
池
炭
鉱
全
体
の
イ
ン
フ
ラ
の

　

二
、　

万

田

坑

の

歴

史 

　

①

大
正

期
は
、
万
田
坑
で
の

石
炭
の
生
産
が
非
常

に
活
発
化
し
た
時
期
で
あ
り
、
多

く
の
施
設
が
増
設
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
当
初
施
設
で
使
用
し

て
い
た
主
要
な
機
械
類
は
、
ほ
と

ん
ど
が
西
洋
か
ら
の
輸
入
製
品
だ
っ

た
が
、
大
正
期
に
な
る
と
、
三
井

三
池
製
作
所
な
ど
で
優
秀
な
国
産

の
機
械
が
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
排
気
を
利
用
し
た
万
田
発
電

所
を
新
設
す
る
な
ど
、
蒸
気
汽
罐

が
だ
ん
だ
ん
と
電
気
動
力
に
変
更
さ

れ
始
め
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

　

短
か
っ
た
大
正
時
代
だ
が
、
三
池

炭
鉱
に
と
っ
て
は
最
盛
期
に
あ
た

り
、
そ
の
繁
栄
の
た
め
の
多
く
の
技

術
的
変
革
が
行
わ
れ
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。

　

現
存
す
る
万
田
坑
の
ほ
か
、
か
つ

て
荒
尾
市
に
あ
っ
た
も
う
一
つ
の
炭

鉱

「
四
山
鉱
」
が
開
削
と
操
業
を

開
始
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

　

四
山
鉱
は
、
万
田
坑
や
宮
浦
坑

内
で
の
通
気
不
良
や
温
度
の
上
昇

な
ど
、
労
働
環
境
の
悪
化
を
改
善

す
る
た
め
、
そ
し
て
将
来
の
三
池

炭
鉱
を
維
持
す
る
炭
鉱
と
し
て
計

画
さ
れ
た
海
底
下
で
の
石
炭
採
掘

を
目
的
と
し
た
施
設
だ
っ
た
。
第

一
竪
坑
と
第
二
竪
坑
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
そ
れ

ま
で
の
蒸
気
力
か
ら
、
初
め
て
電

力
を
動
力
と
し
た
当
時
の
国
内
最

大
級
の
巻
揚
機
が
備
え
ら
れ
て
い

た
。
特
に
第
一
竪
坑
櫓
の
46
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
高
さ
は
東
洋
一
を

誇
り
、
昭
和
初
期
の
出
炭
量
は
年

間
40
万
ト
ン
を
超
え
、
三
池
炭
鉱

の
主
力
坑
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

万

田

坑

の

歴

史

 

　

②

整
備
も
急
速
に
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
万
田
坑
は
、
近
代
化

の
勃
興
期
の
日
本
に
あ
っ
て
、
最
新

技
術
の
導
入
と
莫
大
な
資
本
を
積

極
的
に
投
入
さ
れ
て
、
当
時
の
ア

ジ
ア
地
域
を
代
表
す
る
炭
鉱
と
な

っ
て
い
っ
た
。

四
山
坑
と
桜　

（撮
影
時
期
不
明　

撮
影

・
提
供:

長
南
久
太
氏
）

　　明治31年頃　建設中
の万田坑第一竪坑櫓　※

　　大正 12年頃　坑内厩舎　※

▲

▲

▲
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昭
和
以
降

　

万

田

坑

の

歴

史
　

　

③

昭
和

期
に
入
る
と
、
三
池

炭
鉱
の
出
炭
量
は
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
太
平
洋
戦
争
の
さ

な
か
の
１
９
４
４

（
昭
和
19
）
年
に

は
年
間
400
万
ト
ン
を
超
え
た
。

　

１
９
４
５

（
昭
和
20
）
年
の
終
戦

後
、
敗
戦
に
よ
る
混
乱
に
よ
っ
て
出

炭
量
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
が
、

そ
の
後
１
９
５
０

（
昭
和
25
）
年
の

朝
鮮
戦
争
開
始
に
よ
っ
て
、
石
炭

の
需
要
が
増
加
し
た
。

　

１
９
５
１

（
昭
和
26
）
年
、
万
田

坑
は
採
炭
効
率
が
低
下
し
た
た
め

に
採
炭
を
終
了
し
、
坑
内
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
施
設
と
な
っ
た
。

１
９
５
４

（
昭
和
29
）
年
に
第
一

竪
坑
櫓
が
解
体
さ
れ
る
な
ど
、
諸

施
設
の
解
体
が
進
ん
だ
が
、
第
二

竪
坑
は
揚
水
や
坑
内
管
理
の
た
め
、

機
能
が
維
持
さ
れ
た
。

　

１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
頃
か
ら

日
本
は
高
度
経
済
成
長
を
迎
え
、

敗
戦
か
ら
の
復
活
を
遂
げ
た
が
、
同

時
に
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転

換
が
行
わ
れ
、
石
油
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
主
力
と
な
り
、
徐
々
に
出
炭
量
は

減
少
し
て
い
っ
た
。
三
池
争
議
と
い

う
大
規
模
な
労
働
争
議
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
世
相
の
中
、
外
国
産

の
石
炭
と
の
価
格
差
が
広
が
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
国
内
の
炭
鉱
経
営
は

厳
し
さ
を
増
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
、

三
井
三
池
炭
鉱
は
閉
山
し
、
明
治

の
官
営
期
か
ら
124
年
間
続
い
た
近

代
炭
鉱
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

そして未来　 世
界
遺
産
登
録
へ　

　 万 田 坑 の 歴 史  　 ④

万
田
坑
は
、
現
在
三
池
炭
鉱

に
現
存
す
る
、
明
治

・
大

正
期
に
お
け
る
最
大
級
の
施
設
で
、

第
二
竪
坑
櫓

（
や
ぐ
ら
）
や
巻
揚

機
室
を
は
じ
め
、
倉
庫
及
び
ポ
ン

プ
室
、
安
全
燈
室
及
び
浴
室
、
事

務
所
、
山
ノ
神
祭
祀
施
設
な
ど
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
我

が
国
の
近
代
化
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
三
池
炭
鉱
の
、
当

時
の
優
れ
た
技
術
を
伝
え
て
い
る

た
め
、
１
９
９
８

（
平
成
10
）
年
５

月
１
日
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

　

ま
た
第
一
竪
坑
跡
、
汽
罐
場
跡
、

坑
内
ト
ロ
ッ
コ
軌
条
、
職
場
、
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ど
が
残
存
し
、
炭
鉱

の
採
炭
、
選
炭
、
運
炭
の
シ
ス
テ
ム

が
分
か
る
た
め
、
炭
鉱
施
設
と
し

て
は
わ
が
国
で
は
唯
一
、
２
０
０
０

（
平
成
12
）
年
１
月
19
日
、
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
大
牟
田
市
の
宮
原
坑
な

ど
と
も
に
九
州
、
山
口
の
６
県
10
市

で
構
成
す
る

「
九
州
・
山
口
の
近

代
化
産
業
遺
産
群
」
の
構
成
資
産

と
し
て
、
２
０
０
９

（
平
成
21
）
年

１
月
５
日
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
暫

定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
、
世
界
遺
産

の
本
登
録
を
目
指
し
て 

い
る
。

　

「
世
界
の
宝
」
と
な
る
べ
く
万
田

坑
が
走
り
出
す
の
が
、
こ
の
４
月
。

あ
な
た
が
未
来
へ
の
新
た
な
一
歩
の

目
撃
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

�

　　昭和 7年頃　万田坑全景　※

　　昭和 20 年～ 30 年前半頃　採掘中止以降の万田坑全景
（写真提供 : 三井鉱山株式会社 （現 日本コークス工業株式会社））

　　現在の万田坑　まもなく一般公開

▲

▲

※は 「三井鉱業所沿革史」 から抜粋した写真 （提供 : 三井文庫）
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さ よ う な ら 、 　 　 母 　 校 。 　
Special 　　　　Close up 2

ない大きな課題だった。 子どもたちにとっては、 豊かな人間関係の形成や社会

性の育成などを含む教育環境の整備は必須。 学校がなくなる地域には、 コミュ

ニティの衰退など解決すべき課題が生まれる。 しかし、 将来の荒尾を担う子ども

たちとその未来を 「宝」 と思うからこそ、地域社会の人々の深い理解と協力のもと、

二つの学校と地域は、 新たな未来を見据えて歩み出す決意をした。

時
を
経
て
色
あ
せ
た
校
旗
が
、
畳
ま
れ
て
い
く
。
重

厚
な
金
糸
の
刺
繍
の
旗
に
は
、
歴
史
と
時
間
が
降
り

積
も
り
、
こ
の
瞬
間
、
最
も
重
さ
を
増
し
た
。

荒
尾
第
一
中
学
校
と
荒
尾

第
二
中
学
校
の
両
校
は

共
に
、
昭
和
22
年
４
月
に
開

校
し
た
。
63
年
と
い
う
月
日
の

間
、
輩
出
し
た
卒
業
生
は
一
中

で
約
１
万
９
千
500
人
、
二
中
で

約
１
万
２
千
人
に
の
ぼ
る
。
年

度
末
の
閉
校
に
先
駆
け
、
２
月

27
日

（
土
）
に
一
中
、
翌
28
日

（
日
）
に
二
中
で
そ
れ
ぞ
れ
、
閉

校
式
が
行
わ
れ
た
。
全
校
生
徒

数
637
人
の
一
中
は
、
在
校
生
を

代
表
し
て
三
年
生
199
人
が
出
席

し
、
二
中
か
ら
は
在
校
生
全
員

の
180
人
が
参
加
し
た
。
両
校
と

も
、
在
校
生
だ
け
で
な
く
、
卒

業
生
や
地
域
住
民
、
か
つ
て
の
教

員
な
ど
が
多
数
出
席
し
、
閉
校

と
い
う
節
目
と
、
そ
の
記
念
と
な

る
ひ
と
と
き
を
共
有
し
た
。

一
中
で
は
、
閉
校
式
の
後
、

吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
行
わ

れ
た
。
新
た
な
門
出
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
力
強
い
曲
が
３
曲
演
奏

さ
れ
、
未
来
へ
の
希
望
と
決
意
を

表
現
。
そ
の
後
、
卒
業
生

・
元

教
員

・
保
護
者
と
い
う
立
場
で

学
校
に
関
わ
っ
た

「
語
り
部
」
か

ら
、
一
中
の
思
い
出
が
語
ら
れ
た
。

背
景
に
荒
尾
の
古
写
真
が
投
影

さ
れ
、
一
中
が
歩
ん
だ
歴
史
と

思
い
出
話
が
出
席
者
の
胸
を
打
っ

た
。

　

一
中
の
思
い
出
と
し
て
語
ら
れ

る
最
も
大
き
な
事
件
が
、
昭
和

56
年
に
起
き
た
火
災
だ
が
、
こ

の
火
災
は
閉
校
に
際
し
て
も
思
わ

ぬ
影
響
を
与
え
た
。
学
校
に
保

管
さ
れ
て
い
た
卒
業
ア
ル
バ
ム
が

焼
失
し
た
た
め
、
閉
校
記
念
誌

に
掲
載
す
る
資
料
集
め
に
思
わ

ぬ
労
力
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
実
行
委
員
会
の
ご
苦

労
の
甲
斐
あ
っ
て
、
記
念
誌
に
は
、

昭
和
30
年
か
ら
昨
年
度
ま
で
の

末廣夏美 一中生徒会長　
「一中、 最高」 最後に添えら
れた言葉に思いがこもる

県下でも優秀な成績を収め
ていた一中吹奏楽部の演奏
は圧巻

　　一中閉校記念誌 「軌跡」。 学校
に関わった人たちからのメッセージと、
懐かしい卒業生の写真が満載

　　一中記念式典
出席者全員による校歌斉唱

　　返納された一中学校旗▲

▲

▲

▲
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さ よ う な ら 、 　 　 母 　 校 。 　
　3 月 31 日、 市内の二つの中学校が、 その長い歴史に幕を下ろした。 平成

20 年 3 月に閉校した荒尾第五中学校に続く、 二つの中学校の閉校。 そしてこ

の春 2 二校は統合し、 「荒尾海陽中学校」 として生まれ変わる。

　閉校と統合は、 本市の学校規模適正化の施策によるものだ。 本市の少子化

の現状と人口の動態 ・ 地域的比重などさまざまな状況を考えると、 避けて通れ

Special 　　　　Close up 2

全
ア
ル
バ
ム
か
ら
採
ら
れ
た
写
真

が
、
在
校
生
の
集
合
写
真
と
と

も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

二
中
で
の
閉
校
式
の
後
に

は
、
全
校
生
徒
に
よ
る
構

成
詩
が
発
表
さ
れ
た
。
在
校
生

が
一
人
一
人
、
二
中
で
学
ん
だ

こ
と
や
思
い
出
、
学
校
生
活
で

得
た
夢
に
つ
い
て
大
き
な
声
で
言

葉
に
し
て
い
っ
た
。
自
ら
の
胸
に

思
い
出
を
焼
き
付
け
る
よ
う
に
、

そ
し
て
卒
業
生
の
胸
に
去
来
す
る

母
校
の
名
が
消
え
て
も
、
よ
き
伝
統
は
途
切
れ
な
い
。

新
し
い
学
び
舎
で
新
し
い
生
徒
た
ち
に
、
確
か
に
手

渡
さ
れ
る
。
新
た
な
一
歩
が
今
、
踏
み
出
さ
れ
る
。

／
さ
よ
う
な
ら
／
誇
り
を
胸
に

／
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
／
響
き
合

う
心
／
た
い
せ
つ
に　

～

　

こ
の
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
に
込
め

ら
れ
た
学
校
へ
の
思
い
と
二
中
生

の
結
束
の
強
さ
、
そ
し
て
歌
い
上

げ
る
彼
ら
の
表
情
は
、
寂
し
さ
の

先
に
あ
る
希
望
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
て
い
た
。

４
月
８
日

（
木
）
、
市
内
の
小
・

中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ

れ
る
。
そ
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
の

一
中
生
と
二
中
生
が
集
う
統
合

中
学
校

「
荒
尾
海
陽
中
学
校
」

も
含
ま
れ
る
。
二
つ
の
学
校
の
歴

史
を
背
負
い
、
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
新
た
な
歴
史
と
伝
統
を
つ

む
ぎ
始
め
る
。
二
つ
の
中
学
校
の

卒
業
生
の
強
い
思
い
と
地
域
社
会

の
深
い
愛
情
を
受
け
て
。

思
い
出
を
想
起
さ
せ
る
か
の
よ
う

に
、
朗
々
と
響
い
た
。
誰
も
が

「
二
中
ぷ
ら
い
ど
」
を
胸
に
、
特

に
こ
の
一
年
間
は
一
日
一
日
を

大
切
に
学
校
生
活
を
送
っ
た
こ
と

が
、
聞
く
人
の
胸
を
強
く
揺
さ

振
っ
た
。
そ
し
て
平
成
21
年
二
中

生
徒
会
の
作
詞
、
校
長
で
あ
る

井
手
公
二
先
生
の
作
曲
に
よ
る

二
中
閉
校
の
歌

「
誇
り
を
胸
に
」

の
合
唱
。

～　

め
ぐ
り
ゆ
く
記
憶
／
い
つ
ま

で
も
心
に
／
あ
り
が
と
う
二
中

　　右田和也 二中生徒会長
は、 一言一言、 思い出をか
み締めるように言葉を紡いだ

第二中学校校舎。 今後は
二小と三小の統合小学校の
校舎として生まれ変わる

　　二中閉校記念誌 「二中」。 卒業
生や在校生のメッセージのほか、 学
校を育んだ 「地域のあしあと」 も掲載

　　二中記念式典　　
出席者全員による校歌斉唱

返納された二中学校旗　　▲

▲

▲

▲

▲
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職業相談室

税務課

11 号会議室

くらし
いきいき課

健
康
生
活
課

環
境
保
全
課

福
祉
課

子育て支援課

正面入口

市
民
課

収
納
課

会計課

市民環境部長室 ・
保健福祉部長室

肥後銀行
荒尾市役所派出所

総
務
課

分
室

宿
日

直
室

選挙管理
委員会

総合案内

消費生活
相談室

トイレ

トイレ

Ａ
Ｔ
Ｍ

市 庁 舎 マ ッ プ
※色文字で示しているものが、 今回の組織改革で課

名や部屋の場所が変わった部署です。

※これに伴い電話番号の変更もあります。 電話番号に

ついては、 4 月 15 日号の広報でお知らせします。

ト
イ
レ

市
長
室

市
長
公
室

政策
企画課

産業振興課

農
林
水
産
課

農業委員会

人権啓発課

監査委員室

監査委員事務局
入札室

教養室

衛生管理室くらしいきいき課
消防団担当

情報公開コーナー
22 号会議室

建設経済部長室

建築住宅課土木課

総
務
課

財政課

副市長室 記者クラブ

契
約
検
査
室

総
務
部
長
室

政策企画課
情報推進室

教育委員会
教 育 部
教育振興課
社会教育課

教育長室

会
議
室

秘書広報課

ト
イ
レ

トイレ

１階
■　本館
主に市民環境部 ・保健福祉部など
選挙管理委員会 ・会議室

２階
■　本館
主に総務部 ・建設経済部など

■　東側別棟
教育委員会 ・情報推進室

３階
■　本館
市議会関係 ・会議室

■　東側別棟
市史編纂室 ・会議室

政策企画課
市史編纂室

傍
聴
席

議　場

議会
事務局

正 ・副
議長室

31号
会議室

43号
会議室

42号会議室

第１議員
控室

第2議員
控室
第3議員
控室 第6議員

控室

第 4議員
控室

第
５
議
員
控
室

議
員
談
話
室

印
刷
室

ト
イ
レ

トイレ

32 号
会議室
33号
会議室
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市
では、 「第 3 次荒尾市行政改革大綱」 に基づ

いて ､ 効率的な行政運営とサービスの向上を

目的とし、 平成 16 年度から組織の見直しを順次行

ってきました。 平成 18 年度にも部の統合など大規模

な組織の見直しを行い、 ４年が経過しましたが、 そ

の間に市を取り巻く状況は大きく変化しました。

　行財政改革の進展に伴う職員数の減少や、 医療

保険制度をはじめ諸制度の変更、 旧万田坑の世界

遺産登録に向けての取り組みなど新たな課題、 これ

らに対応していくために、 現在の組織の問題点や課

題などを検証し、 組織の見直しを行いました。

● 組 織 改 革 の 概 要
１． 部を再編します

▽ 「市民福祉部」 の分割～ 「市民環境部」 「保健福

祉部」 の新設

　国の制度改正や、 地方分権に伴う権限移譲などで

業務量が増大傾向にある 「市民福祉部」 を、 「市民

環境部」 と 「保健福祉部」 の２部に分割し、 政策課

題により的確に対応し、 推進できる体制を強化します。

▽ 「教育部」 の新設

　教育委員会事務局に 「教育部」 を新設し、 部長を

置くことにより、 課題に対応する体制を強化します。

２． 課や係などを統廃合 ・ 新設します

・ 「子育て支援課」 の新設

・ 「秘書広報課」 の新設

・ 「産業振興課」 の新設

・ 市民病院事務部に 「経営企画課」 を新設

・ 「政策企画課」 に 「情報課」 を統合

・ 「契約検査室」 に 「財政課用度係」 を統合

・ 「人権啓発課」 に 「総務課男女共同参画推進室」　

　を統合

・ 社会教育課に 「世界遺産推進室」 を新設

・ 税務課課税係を、 「市民税係」 と 「資産税係」 に　

　分割

３． 部 ・ 課 ・ 係などの名前が変わります

・ 「企画管理部」　⇒　「総務部」

・ 「都市整備課」　⇒　「建築住宅課」

・ 「財政課財産活用推進室」　⇒　「同課管財係」

・ 「福祉課障がい福祉係」　⇒　「同課福祉係」

・ 「人権啓発課人権啓発係」　⇒　「同課人権推進係」

４． 業務を担当する部署が変わります

・ 広報紙の編集 ・ 発行など…秘書広報課広報広聴係

・ 庁舎の管理など…財政課管財係

・ 統計調査など…政策企画課企画統計係

・ 情報化推進 ・ 電算システム管理など…政策企画課

　情報推進室

・ 物品の調達 ・ 契約など…契約検査室

・ 市税の督促 ・ 口座振替など…税務課税務係

・ 幼稚園就園奨励費など…子育て支援課子育て支援係

・ 商工業の振興 ・ 企業誘致 ・ 消費者相談 ・ 雇用対　

　策など…　産業振興課商工 ・ 企業誘致推進室

・ 観光 ・ 地場特産品の宣伝 ・ 地域再生事業など…産

　業振興課観光推進室

５． 事務所が市庁舎内に移動します

・ 人権啓発課が市庁舎本館 2 階に移動します （☎
63-1139）。

●お願い　市役所の組織は、 4 月 1 日 ( 木 ) に新しい体制になりますが、 執務場所の移動は、

4 月 5 日 （月） 以降になる場合があります。 しばらくの間、 市民のみなさんにはご迷惑をおか

けしますが、 ご了承くださいますようお願いします。

※ご不明な点がありましたら、 お問い合わせください。

[ 問 ] 総務課☎ 63-1204　秘書広報課☎ 63-1157

４ 月 か ら 市 の 組 織 が 変 わ り ま す

Special　Information

● 組 織 改 革 の 基 本 方 針

（１） 新たな行政課題に対応するための課や

　　　係の新設など、 組織体制を強化します

（２） 重複 ・類似する業務を整理し、 組織の

　　　効率化と戦略化を進めます

（３） 市民サービスの向上を図ります
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荒尾に新たな「元気」が誕生！

～井手川地区元気プランが完成～

▲

ARAO CityTown Topics

ま ち の 話 題

颯爽と！楽しく！遊園地を駆け抜ける
～荒尾クロスカントリーカーニバル2010～

生涯学習が人生をより豊かに彩る

～中央公民館まつり～

　

３
月
４
日

（
木
）
、
井
手
川
地
区
元
気
づ
く

り
会

（
屋
葺
茂
子
会
長
）
の
役
員
が
前
畑
市

長
を
訪
れ
、
今
年
２
月
に
策
定
し
た

「
井
手

川
地
区
プ
ラ
ン
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
地
区
で
は
、
四
小
と
五
中
が
相
次
い
で

閉
校
。
思
い
を
新
た
に
地
域
の
思
い
と
伝
統

を
継
承
し
た
い
と
、
平
成
21
年
６
月
に

「
元

気
づ
く
り
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

「み
ん
な
で
守
ろ
う　

歴
史
の
ま
ち　

井
手
川

地
区
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
区
内
に
あ
る
万

田
坑
や
下
井
手
神
社

（
通
称
三
の
宮
）
な
ど

の
文
化
財
を
守
り
伝
え
、
環
境
美
化
や
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

３
月
７
日

（
日
）
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
23
回
目
の
今
年
、
当
日

は
前
日
の
雨
の
影
響
で
肌
寒
く
、
足
元
も

不
安
定
で
し
た
が
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
、
県
内
外
か
ら
集
っ
た
お
よ
そ
720
人
の
ア

ス
リ
ー
ト
が
、
遊
園
地
と
ゴ
ル
フ
場
を
舞
台

に
、
の
び
の
び
と
走
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

招
待
選
手
と
し
て
、
有
明
高
校
陸
上
競

技
部
女
子
の
６
人
の
選
手
の
み
な
さ
ん
と
、

四
中
出
身
で
昨
年
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技

大
会
女
子
１
万
メ
ー
ト
ル
で
４
位
入
賞
を

果
た
し
た
西
川
生
夏
選
手
が
参
加
し
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

３
月
７
日

（
日
）
か
ら
10
日

（
水
尃
ま
で
、

中
央
公
民
館
と
エ
ポ
ッ
ク
尃
荒
尾
で
行
わ
れ

ま
し
た　

日
頃
か
ら
中
央
公
民
館
で
生
涯

学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
参
加
者
と
訪
れ

た
観
覧
者
で
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

７
日
は
ス
テ
ー
ジ
と
お
茶
会
、
７
日

・
８

日

（
日
）
に
は
食
品
バ
ザ
ー
、
ま
た
初
日

か
ら
最
終
日
ま
で
は
作
品
展
示
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
４
日
間
で
の
べ
約
１
千
100
人
も
の

人
が
訪
れ
、
日
々
の
学
び
が
生
み
出
し
た

成
果
を
発
表
し
、
館
内
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ

れ
た
作
品
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　

プ
ラ
ン
を
手
渡
す
屋
葺
会
長
と
、
役
員
の
み
な
さ
ん
。
50
ペ
ー
ジ
以

上
に
わ
た
る
プ
ラ
ン
に
は
、
熱
い
思
い
が
つ
ま
っ
て
い
る

　
　

１
・
３　

大
迫
力
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
足
元
を
、
親
子
で
元
気
に
走

破　
　

２　

荒
尾
出
身
の
期
待
の
ア
ス
リ
ー
ト
で
招
待
選
手
の
一
人
、
西
川

生
夏
選
手
。
そ
の
軽
快
な
走
り
に
声
援
が
あ
が
る

▲

1

23

1

2

3

　
　

１　

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
。
写
真
は
押
し
花
の
体
験　

２　

健
康
ダ
ン

ス
。
鮮
や
か
な
衣
装
で
気
持
ち
も
華
や
ぎ
ま
す　

３　

熱
心
に
見
入
る
観
覧

者
で
会
場
は
満
席
。
次
の
出
番
を
待
つ
人
も
、
緊
張
を
忘
れ
て
見
学

▲
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広 報 あ ら お 平 成 2 2 年 度 「 題 字 」 採 用 者 決 定 ！

ひ
と
の　

 

ち
か
ら

オレンジリングが広げる認知症理解の環
～中央小学校から認知症サポーターが誕生！～　

平成 22 年時点、 全国でおよそ 208 万人の患

者がいると推計され、 25 年後には 450 万人

近くに増加すると考えられている認知症。 しかし、

症状や患者さんに対する理解はまだ進んでいない

のが現状です。 今、 認知症を理解し、 住みよい

社会にしようという動きが進められています。

　

講
師
の
西
岡
励
さ
ん

（右
写
真
）

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
、
家
族

の
日
常
を
物
語
仕
立
て
に
し
た
資

料
な
ど
で
分
か
り
や
す
く
講
義
。

受
講
し
た
子
ど
も
た
ち
は
西
岡
さ

ん
の
問
い
か
け
に
対
し
真
剣
に
考

え
、
「
認
知
症
は
他
人
事
で
も
、

特
別
な
病
気
で
も
な
い
」
「
認
知

症
に
な
っ
て
も
心
は
生
き
て
い
る
。

感
じ
て
い
る
不
安
に
寄
り
添
っ
て
あ

げ
て
」
と
い
う
言
葉
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

　

認
知
症
と
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
や
脳
梗
塞
な
ど
脳
血
管
障

害
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
な
病

気
が
原
因
で
、
脳
の
知
的
な
働

き
が
持
続
的
に
低
下
し
た
状

態
の
こ
と
を
い
い
、
と
て
も
身

近
な
病
気
で
す
。
「
認
知
症
に

つ
い
て
、
か
ん
ち
が
い
し
て
い
ま
し

た
」
受
講
し
た
子
ど
も
の
一
人
の
感
想

で
す
。
正
し
い
認
識
と
思
い
や
り
の
心
を

深
め
た
子
ど
も
た
ち
は
、
頼
も
し
い
サ

ポ
ー
タ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。

　講師　西岡 励　さん

　
　

選
に
漏
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品
。
元
気
な
力
作
ば
か
り
で
し
た
。

来
年
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
き
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
地
域
や
グ
ル
ー
プ
単
位

な
ど
で
の
開
催
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

[

問]

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
63

・
１
１
７
７

１　

画
面
を
見
つ
め
、
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
る　

２　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
よ
う
す
。
認
知
症
の
人
の
行

動
に
つ
い
て
思
い
つ
く
理
由
を
出
し
合
っ
て
発
表
し
た 12

特別養護老人ホーム白寿園勤務

生活相談員 ・ 介護支援専門員 ・ 介

護福祉士

　小学生に講義をしたのは初めて
でしたが、 大人に負けない考えを
持っていることを実感しました。 こ
れから超高齢化社会になります
が、 認知症の患者さんを支える
のは、 家族だけでは限界がありま
す。 地域で支えていくことが大切
です。 より多くの人に、 認知症へ
関心を持ってもらいたいですね。

▲

▲

　平成 22 年度 「広報あらお」 に掲載する 「題字」 計 22 作品が決定しました。
今年も 100 人を超えるご応募、 ありがとうございました。

●掲載が決定した皆さん （敬称略）

伊藤愛梨 （一小 6 年、 4/1 号）、 猿渡美菜 （清

里小 2 年、 4/15 号）、 大月竣平 （有明小 5 年、

5/1 号）、 白石紗也華 （緑ケ丘小 5 年、 5/15 号）、

寺本邦宏 （二小 5 年、 6/1 号）、 永田宇人 （中

央小 6 年、 6/15 号）、 大村夏輝 （緑ケ丘小 2 年、

7/1 号）、 小山みのり （二小 2 年、 7/15 号）、 金

子哲也 （府本小 4 年、 8 月合併号）、 松本歩羽

華 （緑ケ丘小 5 年、 9/1 号）、 小林万佑子 （二

　

卒
業
式
を
２
週
間
後
に
控
え
た
３

月
11
日

（
木
）、
こ
の
春
巣
立
っ
た

中
央
小
学
校
の
６
年
生
108
人

（
男

女
各
54
人
）
が
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

学
校
が
あ
る
新
生
区
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
一
環
と
し
て
同
区
公
民
館
で

も
実
施
さ
れ
て
い
る
同
講
座
を
、
子

ど
も
た
ち
に
も
受
け
さ
せ
た
い
と
い

う
地
域
か
ら
の
提
案
に
、
秋
吉
啓
子

校
長
が
賛
同
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

　　認知症サポーターの証、 オレンジリン
グ （左） をつけた若き認知症サポーター。
今春中学生になる彼らは、 社会を支える
サポーターとしても一歩を踏み出す

小 6 年、9/15 号）、山下凛（八幡小 2 年、10/1 号）

中村真央 （緑ケ丘小 6 年、 10/15 号）、 森絵

美香 （平井小 5 年、 11/1 号）、 田中梨紗 （緑

ケ丘小 4 年、 11/15 号）、 岩間友太 （中央小 3

年、12/1 号）、栗原拓巳 （三小 6 年、12/15 号）、

大窪安結美 （中央小 4 年、 1 月合併号）、 本

村夕芽 （一小 5 年、2/1 号）、村上和香奈 （緑

ケ丘小 6 年、 2/15 号）、 佐藤咲 （桜山小 3 年、

3/1 号）、 緒方周吾 （一小 4 年、 3/15 号）
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離職によって住居を喪失またはそのおそれのある人へ

住宅手当緊急特別措置事業とは
　平成２１年１０月より、 離職者であって就労能力および就労

意欲のある人のうち、 住宅を喪失している人または喪失する

おそれのある人を対象として、 最長 9 カ月間を限度として住

宅手当を支給するとともに、 住宅確保･就労支援員による就

労支援などを実施し、 住宅および就労機会の確保に向けた

支援を行います。 （手当の支給額は地域ごとに上限額が設

定されます （生活保護の住宅扶助特別基準に準拠））

住宅手当の支給対象者

　支給申請時に以下の要件全てにあてはまる人が対象です。

　①平成 19年 10 月 1日以降に離職した人

　②離職前に、 主たる生計維持者であったこと （申請時に世

　　帯主である人）

　③就労能力および常用就職の意欲があり、 公共職業安定

　　所へ求職申し込みを行う人（就職活動を積極的に行う人）

　④住宅を喪失していることまたは喪失するおそれのあること

　　（喪失するおそれのある人は次の⑤および⑥の要件にあて

　　はまり、 賃貸住宅などに入居している人）

　⑤申請月の収入が次の基準額であること…単身世帯で月　

　　収 11.4 万円以下、 2 人世帯で同 17.2 万円以下、 3 人

　　以上世帯で同 21.1 万円未満。 家賃の金額で変動あり）

　⑥生活を一とする同居の親族の預貯金の合計が規定以下

　　であること （単身世帯 :50 万円　複数世帯 :100 万円）

　⑦雇用施策による貸付等および地方自治体などが実施す　

　　る住居等困窮離職者に対する類似の貸付または給付など

　　を受けていないこと

　※手当支給期間中は、 常用就職に向けた積極的な就職活　

　動を行っていただきます。

住宅の初期費用および生活支援への対応

　賃貸住宅の契約を行う際には敷金・礼金などのいわゆる「初

期費用」 が必要となります。

　「初期費用」 への対応が困難な人や生活費が必要な人に

ついては、 社会福祉協議会の 「生活福祉資金 （総合支援

資金）」 を活用することができます。

　①住宅入居費 :40 万円以内

　②生活支援費 :2 人以上世帯／月 20 万円以内 （単身 15

　　 万円以内） 最長 1年間

　③一時生活再建費 :60 万円以内

住宅手当支給までの生活費が必要な人は

　住宅手当を受給するまでの間の生活費が必要な人につい

ては、社会福祉協議会の臨時特例つなぎ資金の貸付け （10

万円以内） を活用することができます。

詳しくはお問い合わせください。

[ 問 ] 制度について…福祉課　☎ 63-1409

総合支援資金融資 ・臨時特例つなぎ資金貸付

　　　　　　　　　　　　…社会福祉協議会　☎ 66-2993

～ 住 宅 手 当 緊 急 特 別 措 置 事 業 が 延 長 ・ 拡 充 さ れ ま す ～

■ 自 治 会 と は

■ 自 治 会 の 活 動

　地域によって 「区」 「町内会」 「公民館」 など名称は

異なりますが、 地域に住む人たちが親睦や交流を深め

ることで支え合いながら、 自分たちの住む地域をより豊

かで住みよい地域にするために自主的に活動している

任意団体です。 地域での連帯感を高め、 安心安全な

まちづくりのために、 自治会に加入しましょう。

　自治会はより住みよい豊な地域づくりのために、 日常生活に密着した、 さまざまな活動を行っています。

■ 自 治 会 に 加 入 す る に は

　お住まいの地区の行政協力員の連絡先をご案内しますの

で、 総務課行政係までご連絡ください。 また、 新しく転入また

は転居した人については、 市民課窓口で担当行政協力員へ

の連絡票および自治会加入のご案内をお渡ししています。 ぜ

ひご加入ください。

地域の防犯 ・ 交通安全
夜道を安心して歩けるよう防犯灯の設置や管

理は自治会で行っています。 また、 子どもや

高齢者のために交通安全指導や防犯パトロー

ルを行い、 地域の防犯 ・ 交通安全に努めて

います。

防災体制づくり
地震や水害、 火災のときの自治会の役

割が再注目されています。 有事の際の

防災用品の備蓄や、 自主的な防災組織

の整備により住民相互の助け合いを目指

します。

環境美化
ごみ ・ リサイクルステーションの設置や維持

管理を行うとともに、 町内の公園や道路等

の清掃を行い、 不法投棄の防止を行いま

す。 地域の快適な生活環境維持に役立っ

ています。

行政情報の連絡
市から行政情報を提供し、 皆さんの生活に

関する情報を周知することで、 生活環境の

向上に努めます。

団体の人材育成
子ども会や老人会などの地域の各団体の育成

を図り、 コミュニケーションを通じて人間形成に

努めます。

イベント開催
夏祭りや文化 ・ スポーツ大会などを開催

し、 地域の皆さんの交流とふれあいを通

じて住民の親睦を目指します。

自治会 ( 区 ) に加入しましょう！
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農
薬
散
布
の
際
は
ミ
ツ
バ

チ
に
ご
注
意
を
！

　

カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
に

あ
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬

散
布
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ

水
稲
生
産
実
施
計
画
書
の

受
付
を
行
い
ま
す
（
４
月
）

　

印
鑑
と
必
要
書
類
※

を
ご
持

参
の
う
え
、
都
合
の
よ
い
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
５
日
（
月
）

　

Ｊ
Ａ
た
ま
な
荒
尾
支
所

▽
６
日
（
火
）

　

蔵
満
磯
公
民
館

▽
７
日
（
水
）

　

小
野
集
落
セ
ン
タ
ー

▽
８
日
（
木
）

　

Ｊ
Ａ
た
ま
な
旧
府
本
支
所

▽
９
日
（
金
）

　

Ｊ
Ａ
た
ま
な
旧
平
井
支
所

※
右
の
日
程
は
す
べ
て
午
前
９
時
～

午
後
３
時

▽
10
日
（
土
）

　

Ｊ
Ａ
た
ま
な
荒
尾
市
総
合
支
所

　

10
日
の
み
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
４
月
12
日
～
30
日

（
土
・
日
・

祝
日
除
く
）
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、
農
林
水
産
課
で
引
き

続
き
受
け
付
け
ま
す
。

※
必
要
書
類
は
各
人
に
郵
送
し
ま
す
。

[

問]

農
林
水
産
課　

☎
63

尃

１
４
４
３

オ
リ
ー
ブ
の
試
験
栽
培
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
新
た
な
地
域
特
産
品

の
開
発
と
農
地
の
有
効
活
用
の
た

め
、
新
規
に
オ
リ
ー
ブ
を
試
験

栽
培
す
る
農
業
者
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者　

新
規
に
市
内
で
オ
リ

ー
ブ
を
試
験
栽
培
す
る
市
長
が

認
め
た
認
定
農
業
者
お
よ
び
市

内
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者

●
対
象
経
費　

オ
リ
ー
ブ
の
苗
木
代

●
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
15
万
円
限
度

（た

だ
し
、
市
の
予
算
範
囲
内
と
す
る
）

●
申
請
期
間　

４
月
12
日

（
月
）

～
23
日

（
金
）
、
午
後
５
時
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

[

申
・
問]

農
林
水
産
課　

☎

63

・
１
４
４
３

地
下
水
採
取
量
報
告
書
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

本
市
で
は
、
水
資
源
の
多
く
を

地
下
水
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　

限
り
あ
る
地
下
水
資
源
を
大

切
に
利
用
し
て
い
く
た
め
、
「
熊

本
県
地
下
水
保
全
条
例
」
に
基

づ
き
、
平
成
21
年
度
分
の
地
下

水
採
取
量
を
報
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
地
下
水
採
取
量
報

告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
報

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
採
取
量
が
０
立
方
メ
ー

ト
ル
の
場
合
で
も
、
報
告
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
新
し
く
次
に
あ
て
は
ま

く

ら

し

の

情

報

う
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の

位
置
や
防
除
計
画
な
ど
事
前
に

情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
ミ
ツ
バ

チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い

よ
う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

[

問]

県
農
業
技
術
課
☎
096

・

333
尃
２
３
８
１
、
畜
産
課
☎
096

・

333
尃
２
４
０
１
、
ま
た
は
玉
名
地

域
振
興
局　

農
業
普
及

・
振
興

課 

☎
74

・
２
１
３
５

る
井
戸
ポ
ン
プ
を
設
置
し
た
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

吐
出
口
の
断
面
積
が

６
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
直
径

2.8
セ
ン
チ
）
以
上
の
井
戸
ポ
ン
プ

を
使
用
し
て
地
下
水
を
く
み
上

げ
て
い
る
人

●
提
出
期
限　

４
月
30
日

（
金
）

[

提
出
先
・
問]

環
境
保
全
課

☎
63

・
１
３
８
６

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

▽
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は　

自
動

車
や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒

素
酸
化
物
と
炭
化
水
素
な
ど
は
、

太
陽
か
ら
の
紫
外
線
を
受
け
、

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
を
発
生
さ

せ
ま
す
。
こ
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
が
あ
る
濃
度
以
上
に
な
る
と

目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、
の
ど
が
痛

く
な
る
、
気
分
が
悪
く
な
る
な

ど
の
症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り
、

こ
れ
が
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
い
わ

れ
る
も
の
で
す
。

▽
発
生
し
や
す
い
時
期
、
気
象　

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
夏
場
を
中

心
と
し
て
、
よ
く
晴
れ
て
日
射
が

強
く
、
気
温
が
25
度
以
上
に
な

り
、
風
の
弱
い
日
に
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
遠
く

の
山
や
建
物
が
モ
ヤ
が
か
か
っ
た

よ
う
に
見
え
に
く
い
日
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
等
の

お
知
ら
せ　

「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注

意
報
等
」
が
発
令
さ
れ
た
と
き

は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
県
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
等
が

発
令
さ
れ
た
と
き

・
で
き
る
だ
け
屋
外
で
の
運
動
を

避
け
、
屋
内
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

・
目
に
刺
激
や
痛
み
を
感
じ
た

人
は
、
き
れ
い
な
水
で
洗
眼
し
て

く
だ
さ
い
。

・
の
ど
、
鼻
に
刺
激
や
痛
み
を
感

じ
た
人
は
、
う
が
い
を
し
、
安
静

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
症
状
の
ひ
ど
い
人
は
、
医
師
の

手
当
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
等
の
大
気
汚

染
観
測
デ
ー
タ
は　

県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
→
環
境

・
ま
ち
づ
く
り
→

大
気

・
化
学
物
質

・
騒
音
等
→

熊
本
大
気
汚
染
情
報　

で
ご
覧

頂
け
ま
す
。

[

問]

環

境

保

全

課
☎
63

・

１
３
８
６
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20歳以上の大学、 専門

学校、 高等学校などの

学生等で、 保険料を納めること

が困難な人は、 未納のままに

せずに、 学生納付特例制度を

活用してください。 在学期間中

の保険料の支払いを猶予する

制度で、 本人の所得が一定以

下の場合対象になります。

　学生等とは、大学 （大学院）、

短期大学、 高等学校、 高等専

門学校、 専修学校および各種

学校などに在学する人で、 夜

間 ・ 定時制課程や通信課程の

人も含まれます （対象ではな

い学校などもあります）。

●年金への影響　学生納付特例制度が承認された期間は、 年金の受給資格の期間

には算入されますが、 年金額には反映されません。 将来満額の年金を受給したい人

は追納することをお勧めします。 追納は 10 年さかのぼることができます。

※ただし、当時の額で納めることができるのは、猶予を受けた年度の翌々年度までで、

それ以降は、 期間に応じた加算額が上乗せされます。

●受付期間　４月１日 （木） ～平成 23 年３月 31 日 （木） ※土 ・ 日 ・ 祝日は除く。

●必要なもの　学生証、 在学証明書などの写し （必須） ･印鑑 （認印可） ･国民年

金手帳 （なくても可）

※前年に所得があり、 お仕事を辞めている人は、 「離職票」 や 「雇用保険受給資

格者証」 などの退職日が確認できる公的機関の証明書の写しも必要です。

●その他　平成 21 年度、 すでに学生納付特例の承認を受け、 平成 22 年度以降も

引き続き在学予定の人で、 日本年金機構からはがき形式の申請書が３月下旬ごろ送

付された人は、 それによって申請手続きを行うと窓口での手続きは不要になります。

[ 申・問］健康生活課 ☎ 63- １３２７

国民年金保険料学生納付特例制度の受け付けを開始します

22 年度春季犬の登録および狂犬病集合予防注射を実施します

犬 を飼っている人は、 必ず登録をし、 狂犬病の予防
注射を受けさせましょう。

●対象　生後９１日以上の犬

●料金

▽登録料 （犬の生涯１回） 3,000 円

▽注射のみ （年１回） 注射料と注射済み票　3,000 円

※登録される方は登録料と注射で 6,000 円が必要です。

※会場は混雑しますのでつり銭が要らないようにお願いし

ます。

※狂犬病の予防注射は今までどおり動物病院で受けるこ

とができます。 動物病院で受けた場合は、 狂犬病予防注

射済証が渡されるので、 市役所環境保全課に持参し、 鑑

札 ・ 注射済票の交付を受けてください。

※注射済み交付手数料などの支払が必要です。

●その他

▽狂犬病予防注射済票交付申請書のはがきが届いてい

る人は、 愛犬健康問診票を記入のうえ必ず注射会場へ持

参してください。

▽秋（10 月予定）にも狂犬病集合予防注射を実施します。

秋に受ける人ははがきを保管しておいてください。

▽犬が死亡したときや住所が変わった時は市役所環境保

全課に届けてください。

▽野良犬 ・ 野良猫にエサを与えると犬 ・ 猫が集まって近

所に迷惑をかけます。 気をつけましょう。

[ 問 ] 環境保全課 ☎ 63-1370

命を大切に！　犬や猫を捨てることは犯罪行為です

法律により処罰（50 万円以下の罰金）されます

●実施日・会場

期　日 場　　　所 時　　間

4/21 （水）

猫宮公民館 9:00 ～ 10:00

牛水中公民館 10:30 ～ 11:30

フタバ設備工業駐車場 13:00 ～ 15:00

4/22 （木）

元ＪＡたまな平井支所 9:00 ～ 10:00

唐池公民館 10:20 ～ 10:50

倉懸公民館 11:10 ～ 11:40

新生公民館 13:00 ～ 15:00

4/23 （金）

保健センター駐車場 9:00 ～ 10:00

今寺公民館 10:30 ～ 11:30

桜山中央集会所 13:00 ～ 15:00

4/24 （土）

四ッ山公民館 9:00 ～ 10:00

万田東公民館 10:30 ～ 11:30

市役所西側駐車場 13:00 ～ 15:00

4/25 （日） 市民プール駐車場
 9:30 ～ 11:30
13:00 ～ 15:00

4/26 （月）

府本公民館 9:00 ～ 10:00

金山公民館 10:30 ～ 11:30

野原公民館 13:00 ～ 15:00

「熊本県動物愛護管理」ホームページを開設

　県では、 迷子犬や、 譲渡対象犬についての情報提供な

どを行うホームページを開設しました。 犬がいなくなった場

合や、 犬の譲受を希望する人はぜひご覧ください。

http://www.kumamoto-doubutuaigo.jp/
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■  平 成 2 2 ・ 2 3 年 度 の 保 険 料 率 が 決 定 し ま し た

■  平 成 2 2 年 度 保 険 料 軽 減 は 継 続 し ま す

　熊本県後期高齢者医療広域連合では２年ごとに保険料率の見直しを行い、 次のとおりに決定しました。

均等割額　47,000 円 所得割率　　9.03％

保険料額（年額）＝均等割額 47,000 円＋所得割

額｛（総所得金額－ 33 万円）× 9.03％｝

※年額 50 万円が上限です

　所得が低い人や扶養家族として被用者保険※に加入していた人の保険料

は、 継続して軽減されます。

※被用者保険とは協会けんぽ、 健保組合、 共済組合などです。

■  平 成 2 2 年 度 後 期 高 齢 者 保 険 料 の 支 払 方 法
　後期高齢者医療の保険料は、 年金天引 （特別徴収） または納付書・

口座振替 （普通徴収） でお支払いいただいています。

　２２年度の保険料の支払い方法については、 次のとおりですのでご確

認ください。

年 金 天 引 で 保 険 料 を お 支 払 い の 人

　平成 22 年 4 月から年金天引で保険料をお支払いいただきます。
　※申し出により口座振替に変更することができます。

納付書 ・ 口座振替で保険料をお支払いの人

　平成 22 年 7 月から納付書 ・ 口座振替で保険料をお支払いただきます。

◆保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額が

「33 万円」を超えない世帯で、被保険
者全員が年金収入 80 万円以下（その
他各種所得がない場合）

保険料の均等割額を９割軽減

「33 万円」を超えない世帯 保険料の均等割額を 8.5 割軽減

「33 万円」+「24・５万円×世帯の被
保険者数（被保険者世帯である世帯主
を除く）」を超えない世帯

保険料の均等割額を５割軽減

「33万円」+「35万円×世帯の被保険数」
を超えない世帯 保険料の均等割額を２割軽減

◆保険料の所得割額 （所得に応じて負担する保険料の軽減）

　被保険者の総所得金額が

「33 万円」+58 万円を超えない人 保険料の所得割額を５割軽減

■ 所得が低い人の軽減

■  扶養家族と して被用者保険 ※

に加入していた人

　特別措置として、 当分の間は保険

料の均等割額が 9 割軽減されます（所

得割額はかかりません）。

対象となる人…後期高齢者医療制度

に加入した日の前日まで扶養家族と

して被用者保険に加入していた人

※被用者保険…職域保険の１つで、 中小企業･大企業
の従業員、 船員、 公務員が対象。

年金天引で保険料をお支払いの人は
口座振替に変更することができます

　後期高齢者医療保険料を年金天引でお支
払いいただいている人また新たに年金天引で
お支払いいただく人は、 申し出により口座振
替への支払方法の変更ができます。
　なお、 既に申し出を行っている人は再度申
し出の必要はありません。

所得の変更によって保険料や一部
負担金が変更になる場合があります

　過去に遡って所得が変更となる場合、 過去の
保険料や一部負担金の額が変更となり、 差額分
の納付書が届く場合があります。

[ 問 ] 健康生活課　☎ 63-1420

後 期 高 齢 者 医 療 被 保 険 者 の み な さ ん へ
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　この基金は、 将来にわたって本市の人材育成および地域活性化のため、 地域や団体で指導

的役割を果たす創造性豊かな人材あるいは団体を育成していくことを目的として、 平成 4 年の

市制 50周年を記念して設立したものです。

●　いきいき人づくり基金助成事業 募集

　創造性豊かな人材を育成する事業に対して、 予算の

範囲内で助成を行います。

●応募資格　市内居住者や市内の事業所などに勤務し

ている人

●応募期間　4 月 1日 （木） ～ 5月 31 日 （月）

●対象事業　平成 22 年 4 月から平成 23 年 3 月まで

の間に行う、 次の事業

・ 人材育成や地域活性化のための先進地視察や講演

会の実施

・社会に貢献する人材や創造性豊かな人材の育成事業

●審査方法　「いきいき人づくり基金運営委員会」 で審

査し、 事業の選定と額の決定を行います。

※応募方法、 申請書の書き方など、 分からないことは

お問い合わせください。

●　いきいき人づくり基金運営委員会委員 募集

●運営委員会委員の役割　いきいき人づくり基金を有効

に活用するため、 基金の助成事業内容等の審議、 審

査を行います。

●募集人員　4 人 （運営委員会総数は 8人を予定）

※応募多数のときは、 書類にて選考し決定します。

●応募資格　市内居住の 20歳以上の人

●応募方法　履歴書 1 通と応募の動機あるいは人材　

育成、 市の活性化などについて 400 字詰め原稿用　

　紙 1 ～ 2 枚にまとめたものを、 くらしいきいき課まで持

参または郵送してください。

●応募先　〒 864-8686 （住所記載不要） 荒尾市くら

しいきいき課

●受付期間　4 月 1日 （木） ～ 30 日 （金）

●委員の任期など　任期は委嘱の日から 2年間。 運営

委員会は、 年間 2～ 3回開催予定。

●応募資格　市内の 5人以上の団体で、 営利を目的としないもの

●応募対象となる活動　団体で自主的に講演や街路などの公共的な場所への花

壇などの設置 ・ 花の育成 ・ 管理まで行う活動で、 不特定多数の市民が鑑賞でき

る場所への花植え活動

●応募期間　4 月１日 （木） ～ 16 日 （金）

※所定の申請書に団体名、代表者、花を植える場所・面積・位置図を記入のうえ、

くらしいきいき課へ提出してください。 （申請書はくらしいきいき課にあります）

●選定方法　現地確認後、 審査のうえ事業の選定と配布本数の決定を行います。

●配布する花苗の種類 ・ 本数　メランポディウム ・ マリーゴールド ・ サルビア ・ ブ

ルーサルビア ・ ポーチュラカ　合計 1 万本 （希望多数の場合は調整する場合が

あります）

●配布方法　決定した団体に対して 5月下旬以降に配布。 　　さまざまな場所で活用され、 美しい景
観が目を楽しませてくれています

　将来にわたる人材育成と地域活性化のための基金

●  「 い き い き 人 づ く り 基 金 」 運 営 委 員 と 助 成 事 業 を 募 集

　多くのひとを楽しませる花であふれたまちに。必要な花苗の一部を配布します

●  「 花 の ま ち づ く り 推 進 事 業 」 を 募 集

▲
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　市民活動に関する本を貸し出しています。 気軽にご利用ください。

●対象　市内にお住まいの人や市内の事業所などに勤務している人

　市では、 市民と行政の協働のまちづくりを目指して、

市民の自発的な社会貢献活動 （市民活動） の活性化

や活動団体の自立を支援する『市民活動サポート事業』

を次のとおり募集します。

●助成の対象となる団体　荒尾市内に活動の拠点を置

く 5 人以上の営利を目的としない団体

●助成の対象となる事業　ボランティア団体などが自発

的な意思に基づいて行う社会に貢献する活動 （市民活

動） で、 組織の活性化及び自立を目指して平成 22 年

4 月から平成 23 年 3 月までの間に取り組む事業 （新

たに取り組む事業、 活動の拡大や内容の充実を図る事

業など）。 まちづくり ・ 環境保全 ・ 国際協力 ・ 防災の活

動など分野は問いませんが、 他の助成を受けている事

業は対象となりません。

●助成金額など　助成金は各年度 20万円、 助成期間

は 3 年間をそれぞれ限度とします。 助成率は、 活動に

直接要する経費に対し、 助成 1 年目 9 割以内、 2 年

目 7 割以内、 3 年目 5 割以内です。 （申請は毎年必

要です）

●応募方法　「市民活動サポート事業助成金交付申請

書」 に必要事項を記入のうえ、 団体構成員名簿や会

則等を添付し、くらしいきいき課まで提出してください。（申

請書は、 くらしいきいき課にあります。 また、 市ホームペ

ージの申請書一覧からも印刷できます。） ※受付は随

時行います。

●審査方法　審査会の審査により助成する事業の選定

と助成額の決定を行います。

応援します！

市 民 活 動

　　蔵書の一部。 NPO 法人関係や地域づくりなど、 すぐに参考になる

　自ら動き、楽しくまちづくり！市民活動の活性化と自立を支援します

●  「 市 民 活 動 サ ポ ー ト 助 成 事 業 」 を 募 集 ！

　知っていますか？市民活動をサポートする「荒尾市市民活動ライブラリー」

●  「 市 民 活 動 の 本 」 を 貸 し 出 し て い ま す

[ 申 ・ 問 ]

くらしいきいき課

（市役所 1階）

☎ 63-1395

▲

●貸し出し冊数など　1 人 3冊まで 2週間

※貸出には身分証明書 （免許証や保険証） が必要です。

●料金　無料

●貸し出しできる本（一部）　「市民協働の考え方 ・ つく

り方」 「定年後のボランティア」 「ＮＰＯ法人設立 ・ 申請完

全マニュアル」 など

●場所　くらしいきいき課
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平
成 22 年度固定資産課税台帳の閲覧並びに土

地価格等縦覧帳簿および家屋価格等縦覧帳簿

の縦覧を実施します。

◆閲覧制度とは　納税義務者が固定資産課税台帳の

うち自己の資産について記載された部分を確認するこ

とができる制度です。

●閲覧できる内容　固定資産課税台帳に記載されてい

る部分

●閲覧できる人　①固定資産税の納税義務者　②土

地または家屋について賃借権その他の使用または収

益を目的とする権利を有する者③固定資産の処分をす

る権利を有する一定の者

●必要なもの　本人確認できるもの （運転免許証など）

※②、 ③については、 当該権利の目的である土地ま

たは家屋のみが閲覧の対象で、 その権利を有する者

であることを確認できる書面が必要です。

※代理人が申請する場合は委任状が必要です。

●期間　4 月１日 （木） ～平成 23 年 3 月 31 日 （木）

　※土 ・ 日 ・ 祝日を除く

●手数料　1 件 300 円　※ただし、 縦覧期間中は無料

固 定 資 産 税 の 閲 覧 ・ 縦 覧 を 実 施 し ま す

◆縦覧制度とは　納税者が自己の資産の価格 （評価

額） と土地価格等縦覧帳簿および家屋価格等縦覧帳

簿に記載の価格 （評価額） とを比較することができる

制度です。

●縦覧できる内容　①土地価格等縦覧帳簿…所在、

地番、 地目、 地積、 価格 （評価額）　②家屋価格等

縦覧帳簿…所在、 地番、 家屋番号、 種類、 構造、

床面積、 建築年、 価格 （評価額）

●縦覧できる人　市内に所在する土地または家屋に係

る固定資産税の納税者

※土地価格等縦覧帳簿は土地に係る固定資産税の納

税者が、 家屋価格等縦覧帳簿は家屋に係る固定資産

税の納税者がそれぞれ縦覧できます。

●必要なもの　本人確認できるもの （運転免許証など）

※代理人が申請する場合は委任状が必要です。

●期間　4 月１日（木）～平成 22 年 5 月 31 日（月）※土・

日 ・ 祝日を除く

●手数料　無料

[ 問 ]　税務課　☎ 63-1346

防犯灯の普及を促進し、 夜間の市民のみなさんの

安全を確保するため、 自治会 ・ 地区公民館に

対して、 防犯灯の設置費用を助成します。

●申請できる人　自治会の代表者 （区長 ・ 地区公民

館長 ・ 行政協力員） とします。 設置を希望する人は、

地区の代表者へ相談してください。

●申請方法について　「防犯灯設置助成金交付申請

書」 に設置を希望する場所、 工事見積書を添えて提

出してください。 市で審査し、 交付を適当と認めたとき

は助成金の額を決定し、 その旨申請者に通知します。

●助成金の額について　新設の防犯灯１灯につき

１８，０００円を限度とします。

●設置および維持管理　設置および維持管理に関す

る一切の手続きは、 申請者において行ってもらいます。

助成金交付決定後、 申請者から電気工事事業者に工

事を依頼するとともに、必要があれば設置場所の許可・

防 犯 灯 の 設 置 費 用 を 助 成 し ま す

承諾などの手続きも行ってください。

●助成金の請求について　設置を完了後、 「設置完

了届出書」 に領収書の写し、 防犯灯設置後の写真を

添えて 「設置助成金交付請求書」 を提出してください。

●申請期間　4 月 1 日 （木） ～ 30 日 ( 金 ) ※申し込

み多数の場合は、設置要望箇所確認のうえ決定します。

●申請場所　くらしいきいき課

　　まちにあるさまざまな防犯灯。 くらしの安全を見守っています。

[ 問 ] くらしいきいき課　☎ 63-1395

▲
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（
財
）
荒
尾
産
炭
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
助
成

金
事
業
を
募
集
し
ま
す

　

（
財
）
荒
尾
産
炭
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
に
該
当
す
る
事
業
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
必
要
な
金
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
荒
尾
市
の
活
性
化
に
資
す
る
事
業
】

　

地
域
資
源
や
地
域
情
報
な
ど
の

Ｐ
Ｒ
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
な
る

イ
ベ
ン
ト
、
交
流
、
研
修
活
動
な
ど

の
ソ
フ
ト
事
業

（
た
だ
し
、
特
定
の

団
体
の
利
益
の
み
に
資
す
る
事
業

は
除
く
）

●
対
象
者　

本
市
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
自
主
的
に
組
織
さ
れ
た

民
間
ま
た
は
行
政
を
含
め
た
グ
ル

ー
プ
、
団
体

●
対
象
期
間　

平
成
23
年
３
月
ま

で
に
実
施
さ
れ
る
事
業

●
助
成
方
法　

事
業
費
の
助
成

●
助
成
限
度
額　

事
業
費
の
４
分

の
３
以
内
、
単
年
度
１
千
500
万
円
、

助
成
期
間
は
２
年
間
を
限
度

【
新
産
業
創
造
等
に
資
す
る
事
業
】

①
既
存
企
業
に
よ
る
商
品
開
発
や

産
学
協
同
に
よ
る
事
業
創
出

（
研

究
開
発
）
支
援
事
業

②
新
た
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
支
援

事
業

■

各

種

交

通

安

全

行

事

・
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
発
式

　

日
時
…
４
月
６
日

（
火
）
午
前
７
時
30
分
～
、
場
所
…
荒
尾
警
察
署
正
面
駐
車
場

・
飲
酒
運
転
の
根
絶
及
び
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
促
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

日
時
…
４
月
７
日

（
水
）
午
後
２
時
～
、
場
所
…
長
洲
町

・
交
通
事
故
死
「
ゼ
ロ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

日
時
…
４
月
９
日

（
金
）
午
前
10
時
～
、
場
所
…
荒
尾
競
馬
場
通
り

・
新
入
学
児
童
に
対
す
る
タ
ッ
チ
運
動

　

日
時
…
４
月
12
日

（
月
）
午
前
７
時
30
分
～
、
場
所
…
市
内
各
所

・
高
齢
者
反
射
材
体
験
会

　

日
時
…
４
月
13
日

（
火
）
午
後
６
時
30
分
～
、
場
所
…
小
岱
作
業
所
・
福
祉
村
運
動
場

・
道
路
危
険
箇
所
点
検　
　

日
時
…
期
間
中
、
場
所
…
市
内
一
円

・
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
、
荒
尾
市
・
長
洲
町
合
同
推
進
会
議

　

日
時
…
３
月
３
日

（
水
）
、
場
所
…
荒
尾
警
察
署

（
実
施
済
）

※
こ
の
ほ
か
、
期
間
中
、
市
交
通
安
全
推
進
隊
に
よ
る
早
朝
街
頭
指
導
や
市
交
通
指
導
車
に

よ
る
啓
発
活
動
な
ど
実
施
し
ま
す
。

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動 が 行 わ れ ま す

今
年も春の全国交通安全運動が４月６日 （火）

～ 15 日 （木） までの 10 日間実施されます。

子どもと高齢者が安全に行動することはもちろん、

周りのみなさんも子どもや高齢者の安全に対して

考え、 交通事故防止に努めましょう。

　また、 中学校統合により荒尾海陽中学校 （旧一

中） に至る道路は、 徒歩 ・ 自転車で通学する生

徒が増えますので、 ドライバーのみなさんはよりい

っそう注意して運転されるようお願いします。

▽車に乗ったら、 必ずシートベルト ・ チャイルドシ

ートを着用しましょう。

▽自転車を運転する時は、 ルールを守って安全に

乗りましょう。

▽飲酒運転は絶対やめましょう。

　期間中、 市 ・ 荒尾

警察署では、 関係機

関団体のご協力を得

て、 各種の交通安全

行事を行います。 ご

協力をお願いします。

[ 問 ] くらしいきいき課　☎ 63-1395

●
対
象
者　

民
間
企
業

●
対
象
期
間　

平
成
23
年
３
月
ま

で
に
実
施
さ
れ
る
事
業

●
助
成
方
法　

事
業
費
の
助
成

●
助
成
限
度
額　

①
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
、
単

年
度
500
万
円
、
助
成
期
間
は
２
年

間
を
限
度

②
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
、
単

年
度
１
千
万
円

●
応
募
方
法　

両
事
業
と
も
所
定

の
要
望
書
を
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い

●
応
募
期
限　

４
月
23
日

（
金
）

●
審
査
方
法　

提
出
さ
れ
た
要
望

書
は
、
評
議
員
会
の
選
考
審
査
を

経
て
、
理
事
会
で
５
月
末
ご
ろ
に

決
定
し
ま
す
。

[

申

・
問]

（
財
）
荒
尾
産
炭
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
政
策

企
画
課
内
）
☎
62

・
１
９
９
６

　　昨年 4 月に行われたタッチ運動の
ようす
▲
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食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

遠
足
や
、
運
動
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
、
お
弁
当
を
作
っ
た
り
、
屋

外
で
食
事
を
し
た
り
す
る
機
会
の

多
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

気
温
が
高
く
な
る
と
食
中
毒
が

起
こ
り
や
す
く
な
る
の
で
、
食
品

の
取
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
、
食
品
の
衛

生
的
な
取
扱
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
お
弁
当
を
作
る
場
合

・
お
弁
当
は
必
ず
当
日
に
作
り
ま

し
ょ
う

・
作
る
前
、
食
べ
る
前
に
は
よ
く
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う

・
お
か
ず
な
ど
、
食
品
に
は
し
っ
か

り
熱
を
通
し
、
十
分
に
冷
ま
し
て

か
ら
詰
め
ま
し
ょ
う

・
お
弁
当
は
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保
管

し
、
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う

▽
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
場
合

・
肉
は
、
中
心
部
ま
で
十
分
に
加

熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う

・
「
生
肉
を
焼
く
と
き
の
箸
」
と

「
焼
け
た
肉
を
食
べ
る
と
き
の
箸
」

は
区
別
し
ま
し
ょ
う

　

楽
し
い
思
い
出
を
台
無
し
に
し

な
い
よ
う
、
食
品
の
衛
生
的
取

扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

［
問
］
有
明
保
健
所
衛
生
環
境

課
☎
72

・
２
１
８
４

健
康
・

保
健
・

子
育
て

障
が
い
者
定
期
相
談
会
（
４
月
）

　

身
体

・
知
的

・
精
神
な
ど
に
障

が
い
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
、
困
り

ご
と
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
、

妊
婦
精
密
健
康
診
査
受
診

票
を
廃
止
し
ま
す　

　

市
で
は
、
妊
婦
健
診
の
助
成
が

14
回
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

妊
婦
健
診
受
診
票
の
綴
り
に
あ

る
様
式
15

（
緑
色
の
帯
）
の
妊

婦
精
密
健
康
診
査
受
診
票
を
、

４
月
１
日
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

[

問]

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
63

・
１
１
３
３

検
察
審
査
会
っ
て
ど
ん
な

と
こ
ろ
？

　

検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
が

行
っ
た
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し

の
審
査
を
主
な
仕
事
と
す
る
と

こ
ろ
で
、
選
挙
権
を
有
す
る
国

民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11

人
の
検
察
審
査
員
に
よ
っ
て
審
査

し
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
審
査
し
た
結

果
、
更
に
詳
し
く
捜
査
す
べ
き
で

あ
る

（
不
起
訴
不
当
）
、
ま
た
は

起
訴
す
べ
き
事
件
で
あ
る

（
起
訴

相
当
）
と
い
う
議
決
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
検
察
官
は
送
付
さ
れ

た
議
決
書
を
参
考
に
し
て
事
件

を
起
訴
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

再
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
起
訴
相
当
の
議
決
に
対

し
て
検
察
官
が
起
訴
し
な
い
場
合

に
は
、
検
察
審
査
会
は
再
度
審

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
起
訴

す
べ
き
と
の
議
決

（
起
訴
議
決
）

が
あ
っ
た
場
合
に
は
強
制
的
に
起

訴
の
手
続
き
が
と
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

申
立
は
無
料
で
、
審
査
会
議
は

非
公
開
で
行
わ
れ
ま
す
。

[

問]

熊
本
地
方
裁
判
所
内
熊

本
検
察
審
査
会　

☎
096

・
325

・

２
１
２
１

　

総
務
省
の
通
知
に
よ
り
、
全
国

の
地
方
公
共
団
体
で
統
一
的
な

様
式
に
よ
る
財
政
情
報
の
公
表

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
荒
尾
市
で

も
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
市
の

財
政
事
情
に
つ
い
て
は
、
広
報
の

平
成
21
年
11
月
１
日
号

（
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
分
）
お
よ

び
平
成
22
年
２
月
１
日
号

（
公

営
企
業
会
計
分
）
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

●
公
表
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
市
役
所
内
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー

[

問]

財
政
課　

☎
63
・
１
２
８
９

「
財
政
状
況
等
一
覧
表

（
平

成
20
年
度
）
」
を
公
表
し
て

い
ま
す

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
年
金
事

務
所
に
よ
る
荒
尾
市
出
張
年
金

相
談
が
一
部
予
約
制
に
な
り
ま

す

（
予
約
が
な
く
て
も
相
談
は
で

き
ま
す
）
。

　

予
約
の
申
し
込
み
は
、
前
月
の

第
４
火
曜
日
以
降
で
、
市
で
は

予
約
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
相
談
が
予
約
制
に
な

り
ま
す

[

申]

玉
名
年
金
事
務
所
☎
74

・

１
６
１
２

就
労
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
の
中
で
、
困
っ
て
い
る
こ
と

や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
21
日

（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

荒
尾
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー

［問
］
福
祉
課
☎
63

・
１
４
０
６

荒
尾
市
民
病
院

糖
尿
病
教
室　

瑞
鳳
会　

●
内
容　

「
糖
尿
病
に
つ
い
て
」

　

講
師
…
医
師　

田
口
哲
也 

先

生
、
理
学
療
法
士　

宮
川
剛 

先
生

●
日
時　

４
月
９
日

（
金
）
午
後

２
時
30
分
～
４
時

●
場
所　

市
民
病
院
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

（
南
病
棟
２
階
人
間
ド

ッ
ク
室
）

●
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
込
不
要

[

問]

市
民
病
院
代
謝

・
内
分

泌
内
科
外
来　

☎
63

・
１
１
１
５



��
広 報 あ ら お   2010.4.1

ウォーキングで足腰と心肺機能を鍛えよう

 

み
な
さ
ん
は
、
体
に
い
い
運

動
を
し
て
い
ま
す
か
？

「
ビ
ー
ト
・
コ
ア
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら

楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
！

　

自
分
に
合
っ
た
歩
き
方
を
マ

ス
タ
ー
し
、
も
っ
と
元
気
に
な

り
ま
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
よ
り
効
果
的
に
行
い
健
康
的

に
続
け
る
た
め
に
は
、
適
正
心

拍
数
（
自
分
に
あ
っ
た
ペ
ー
ス
）

で
の
歩
行
を
心
掛
け
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　

ビ
ー
ト
・
コ
ア
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
、
音
楽
の
パ
ワ
ー
を
受

け
て
正
し
い
姿
勢
で
歩
く
こ
と

で
、
メ
タ
ボ
防
止
や
筋
力
ア
ッ

プ
な
ど
、
体
に
良
い
効
果
を
も

た
ら
し
ま
す
。
簡
単
な
講
習
の

あ
と
、
実
際
に
歩
き
ま
す
。
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

歩く姿勢のポイント

着地はかかとから

※準備運動 ・ 整理運動は忘れずに！事前に体調をチェックし、 ウォ
ーキングの前後にストレッチなどの準備運動や整理運動をしましょう。

●適正心拍数の算出方法

（220 －自分の年齢－自分の

安静心拍数） × 0.5 ＋自分の

安静心拍数＝適正心拍数

　事前に安静心拍数 （安静時１

分間の心拍数） を計測し、 下線

部に数字を当てはめて適正心拍

数を算出しましょう。 そして、 ウ

ォーキング後に１分間計測した心

拍数が適正心拍数となることを

目指しましょう。

●日時　

毎月第１ ・ ３火曜日

４月は6日（火）、20日（火）

午後７時～ 30 分程度。 雨

天時中止

●場所　

運動公園内 「元気ロード」

●参加費用 ・ 方法　

無料、 どなたでも

●その他

運動ができる服装で

［問］ 2030 あらお有明優

都戦略ライフステージ部会

事務局　

社会教育課☎ 63-1681

保健センター☎ 63-1133

つま先で地面をける歩幅は
できるだけ広く

胸を張り
背筋を伸ばす

腕は前後に
大きく振る

おなかを引き締める

視線はやや遠くを見て
あごは引く

ビ

ー
ト

・
コ

ア

・
ウ

ォ
ー
キ

ン

グ

運
動
公
園
内
「
元
気
ロ
ー
ド
」
で
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
に
開
催
中
！

2030 
あらお有明

優都戦略 事業

▼
こ
じ
か
ク
ラ
ブ☎

68
・
０
０
５
５

●
日
時
お
よ
び
内
容　

①
7
日

（
水
）
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

②
14
日

（
水
）
親
子
体
操

③
21
日

（
水
）
親
子
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

④
28
日

（
水
）
親
子
ダ
ン
ス

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

桜
山
保
育
園

●
参
加
費　

無
料

※
火

・
木
曜
日
、
26
日

（
月
）

は
自
由
活
動
日

▼
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

☎
62
・
０
７
４
９

●
日
時
お
よ
び
内
容　

①
８
日

（
木
）
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ

②
15
日

（
木
）
リ
ズ
ム
遊
び

③
22
日

（
木
）
親
子
体
操

④
28
日

（
水
）　

造
形
遊
び

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

な
か
よ
し
保
育
園

●
参
加
費　

無
料

※
月

・
火
曜
日
は
自
由
活
動
日

▼
カ
ン
ガ
ル
ー
ポ
ケ
ッ
ト

☎
65
・
８
６
５
５

●
日
時
お
よ
び
内
容　

①
７
日

（
水
）
英
語
遊
び

②
13
日

（
火
）
音
楽
遊
び

③
20
日

（
火
）
体
育
遊
び

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

カ
ン
ガ
ル
ー
ハ
ウ
ス

●
参
加
費　

無
料

※
水

・
木
曜
日
、
６
日

（
火
）
、

30
日

（
金
）
は
自
由
活
動
日

★
各
ひ
ろ
ば
は
月
～
金
、
園
庭
開

放

・
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
土
・
日
曜
、
祝
日
は
休
園
で
す
。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
４
月
）

愛
の
献
血

（
４
月
）

●
２
日
（
金
）

▽
あ
ら
お
シ
テ
ィ
モ
ー
ル

午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
12
時

45
分
～
午
後
４
時

●
９
日
（
金
）

▽
荒
尾
警
察
署

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
荒
尾
店

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
18
日
（
日
）

あ
ら
お
シ
テ
ィ
モ
ー
ル

午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
12
時

45
分
～
午
後
４
時

※
400
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
み
、
体
重

50
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
人

［問
］
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
63

・
１
１
３
３
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医療機関名 BCG
三種混合 

（ジフテリア・破
傷風・百日咳）

MR、 麻しん、 風しん 二種混合
(ジフテリア・破傷風 )

日本脳炎 電話番号
1期 2期 3期 4期

牛島内科医院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 64-2361

こどもクリニック友枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 65-8181

坂田小児科医院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 62-0200

さとう総合内科クリニック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 62-1273

田中良医院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 66-0666

田宮医院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 62-0017

ひらやま医院 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 ☎ 62-0665

藤枝医院 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ☎ 68-3232

藤木医院 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 68-0818

松山医院 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 62-0418

本里内科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 64-0556

山田クリニック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 62-7722

～かかりつけ医が市外の人は～

　市外での接種を希望する場合は、 医療機関の確認などが必要です。 あらかじめお電話で保健センターまでご連絡ください。

（熊本県医師会のご協力で、 県内の協力医療機関であれば 「個人負担金なし」 で接種を受けることができます。）

[ 問 ] 保健センター　☎ 63-1133

別表 2　※左下からの続き

使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

正
し
く
使
用
す
る
た
め
に
は
そ
の
使
い
方
を
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
、
「
講
習
会
」
を
受
け
て
頂
く
こ
と

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
消
防
署
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方

法
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
寄
の
消
防
署
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
「Ａ
Ｅ
Ｄ
」設
置
場
所
を
示
す
目
印
（ロ
ゴ
マ
ー
ク
）

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

Ａ
．
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
目
印
に
統
一
さ
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
製
造
会
社
や
設
置
団
体
は
左
図
の
よ
う

な
わ
か
り
や
す
く
工
夫
し
た
目
印
を
用
い
て
い
ま
す
。

日本救急医療財団のマーク

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
疑
問　

一
問
一
答

Ｑ
．
「Ａ
Ｅ
Ｄ
」
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
Ａ
Ｅ
Ｄ
はA

u
to

m
ated

 E
xtern

al D
efib

rillato
r

の
略
語
で
、
日
本
語
で
は

「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
」

と
い
い
ま
す
。

Ｑ
．
何
を
す
る
た
め
の
も
の
で
す
か
？

Ａ
．
「
突
然
心
臓
が
止
ま
っ
て
倒
れ
て
し
ま
っ
た
人
」

の
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

る
こ
と
で
再
び
正
し
い
リ
ズ
ム
に
戻
し
、
蘇
生
す
る
た

め
の
治
療
機
器
で
す
。

Ｑ
．
心
停
止
に
な
っ
た
人
す
べ
て
に
対
し
て
「Ａ
Ｅ
Ｄ
」

は
有
効
で
す
か
？

Ａ
．
心
停
止
で
突
然
倒
れ
た
人
す
べ
て
に
対
し
て
、

必
ず
し
も
有
効
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
有
効

に
働
く
の
は
心
室
細
動

（
心
臓
の
筋
肉
が
ケ
イ
レ
ン

し
、
血
液
を
全
身
に
送
る
ポ
ン
プ
機
能
を
失
っ
た
状

態
）
に
対
し
て
の
み
で
す
。
し
か
し
、
倒
れ
て
い
る
人

が
心
室
細
動
か
ど
う
か
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
装
着
し
て
み
な
い

と
分
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
作
動
し
な
い
時
に

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
っ
て
人
工
呼
吸
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
誰
で
も

「Ａ
Ｅ
Ｄ
」
を
使
え
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
平
成
16
年
７
月
か
ら
一
般
の
人
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

▽
市
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
（平
成
21
年
８
月
現
在
）

・
開
業
医　

25
カ
所

・
保
育
所
、
小

・
中
学
校
、
高
校　

17
カ
所

・
公
共
施
設
お
よ
び
各
事
業
所　

24
カ
所

[

問]

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
救
急

課　

☎
73

・
５
２
８
３

荒
尾
消
防
署　

☎
63

・
１
１
２
１

あ
な
た
は

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
使
え
ま
す
か
？



��
広 報 あ ら お   2010.4.1

　子どもさんの麻しん・風しん混合、麻しん （はしか）、風しん （三

日はしか）、 三種混合 （ジフテリア、 百日せき、 破傷風）、 日本

脳炎、 BCG の予防接種は、 年間を通して医療機関で受けること

ができます。 予防接種を受けさせたい人は、 医療機関へお申し

込みください。

　子どもさんの体調のよい時に受けさせてください。

●対象者と年齢　荒尾市に住民票がある人で別表１の対象年

齢の人

●接種回数　別表１

●接種場所　別表２ 「予防接種委託医療機関一覧表」 のとおり

●料金　無料

●必要なもの　母子健康手帳、 予診票 （持っていない人には

医療機関でお渡しします）

※右上に続きます

●その他　予防接種では、 接種の意思を確認されますので、 子

どもさんの健康状態がよくわかった保護者が付き添ってください。

保護者以外 （親族） が同伴する場合、 委任状が必要です。 事

前に保健センターまたは医療機関に取りにおいでください。

麻しん、 風しんの 3 期 ・ 4 期の接種を希望し、 保護者が同伴し

ない場合は、 委任状ではなく予診票 ( 保護者が同伴しない用 )

が異なります。 保健センターまで取りにおいでください。

別表１

予防接種名 麻しん ・ 風しん混合 麻しん単独 風しん単独

対象年齢

1 期 ： 生後 12 カ月～ 24 カ月未満
2 期 ： 平成 16 年 4 月 2 日～平成 17 年 4 月１日生まれ
3 期 ： 平成 9 年 4 月 2 日～平成 10 年 4 月 1 日生まれ
4 期 ： 平成 4 年 4 月 2 日～平成 3 年 4 月 1 日生まれ

接種期間
1 期は生後 12 カ月～ 24 カ月未満まで
2 期 ・ 3 期 ・ 4 期は平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日まで

接種回数 1 期 ・ 2 期 ・ 3 期 ・ 4 期それぞれ 1 回ずつ

備　　　考

・ 麻しん、 風しん両方の病気にかかったことがある場合は対象となりません。
・ 麻しん、 風しんにかかったことがない場合、 どちらか一方にかかったことがある場合は、 混合ワクチンと単
独ワクチンを選択することができます。
・ この 3 期 ・ 4 期は平成 20 年度から 5 年間の措置です。

予防接種名 BCG 三種混合 （2 期は二種混合） ※日本脳炎

対象年齢 生後6カ月未満

1 期初回…生後 3 カ月～ 90 カ月未満
1 期追加…生後 3 カ月～ 90 カ月未満
（1 期初回 3 回終了後 6 月以上の間隔をおく）
2　　　　 期…11 歳以上 13 歳未満

1 期初回…生後 6 カ月～ 90 カ月未満
1 期追加…生後 6 カ月～ 90 カ月未満
（1 期初回終了後おおむね 1 年おく）　
2　　　 期…9 歳以上 13 歳未満

標準的な
接種年齢

生後 3 カ月
～ 6 カ月未満

1 期初回…生後 3 カ月～ 12 カ月
1 期追加…1 期初回 （3 回） 終了後から 12 月
～ 18 月
2　　　 期…11 歳 ( 平成 10 年４月 2 日～
平成 11 年 4 月 1 日生まれ )

1 期初回…3 歳
1 期追加…4 歳
2　　　 期…9 歳

接種回数 1 回
1 期初回…3 回 （20 ～ 56 日間隔）
1 期追加…1 回
2　　　 期…1 回

１期初回…2 回 （6 ～ 28 日間隔）
１期追加…1 回
2　　　 期…1 回

備考 接種にあたり同意書への記入が必要です。

※国では、日本脳炎予防接種について、平成17年5月から接種勧奨を一時中止しています。希望する人は医師にご相談ください。

別表２ 　 　 　 　 　 　 予 防 接 種 委 託 医 療 機 関 一 覧 表

医療機関名 BCG
三種混合 

（ジフテリア・破
傷風・百日咳）

MR、 麻しん、 風しん 二種混合
(ジフテリア・破傷風 )

日本脳炎 電話番号
1期 2期 3期 4期

足達内科医院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 62-0278

あだち内科 ・ 胃腸科クリニック ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ☎ 65-8500

荒尾クリニック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 63-1166

荒尾市民病院 ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ☎ 63-1115

予 防 接 種 が

受 け ら れ ま す
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キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
支
援
コ
ー

ナ
ー
が
で
き
ま
し
た
！

　

図
書
館
で
は
、
今
月
か
ら
新
し

く
キ
ャ
リ
ア･

ア
ッ
プ
支
援
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
を

人
生
そ
の
も
の
と
考
え
、
生
き
る

力
や
働
く
意
欲
を
身
に
つ
け
、
生

き
が
い
や
や
り
が
い
を
見
つ
け
る
こ

と
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
も
の
を

み
つ
け
る
こ
と
が
テ
ー
マ
で
す
。
働

い
て
い
る
人

・
高
齢
者

・
主
婦

・

子
ど
も
な
ど
、
幅
広
い
世
代
の
ど

な
た
に
も
役
立
つ
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

具
体
的
に
は　

▽
キ
ャ
リ
ア
関
連

図
書
の
貸
出
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

▽

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
受
付　

▽
各
種
情
報

（
職
業
情
報
な
ど
）

の
案
内　

▽
セ
ミ
ナ
ー
、
講
座
の

開
催　

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
図
書
館
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

［
問
］
市
立
図
書
館
☎
63
・
２
３
７
９

乳
幼
児
医
療
費
の

自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

平成 22 年 3 月 31 日までに受診された場合

年齢区分 世帯区分 診療区分 自己負担額 備考

0歳児
（1歳の誕生月まで）

入院
負担なし

高額療養費、 付加給付

などのほかの制度からの

給付を除く全額

通院

1歳～ 6歳
（就学前）

市民税課税
入院

3,000 円
通院

市民税非課税
入院

負担なし
通院

平成 22 年 4 月 1 日以降受診された場合

年齢区分 世帯区分 診療区分 自己負担額 備考

0 歳～ 3歳
（4歳の誕生月まで）

入院
負担なし

高額療養費、 付加給付

などのほかの制度からの

給付を除く全額

通院

4 歳～ 6歳
（就学前）

市民税課税
入院

3,000 円
通院

市民税非課税
入院

負担なし
通院

※　申請書の提出方法は、 今までどおりです。 なお、 母子家庭医療費から乳幼

児医療費に切替えを希望する人は、 手続きをお願いします。

●手続きに必要なもの　保険証 （母、 子） と印鑑 （認め印可）

[ 問 ] 子育て支援課　☎ 63-1417

　

平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
受
診
さ
れ
た
分
か
ら
、
３
歳

（４
歳
の

誕
生
月
ま
で
）
ま
で
延
長
し
て
、
乳
幼
児
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

【
福
祉
の
各
種
相
談
】

■
心
配
ご
と
相
談
…
毎
週
水
曜
の

午
前
９
時
30
分
～
正
午

（
祝
日
を

除
く
）
／
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

／
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

［
問
］
心
配
ご
と
相
談
室
☎
66

・

０
３
０
８

■
保
育
園
の
育
児
相
談
…
毎
週
月

曜
の
午
後
１
時
～
４
時

（祝
日
を
除

く
）
／
市
内
保
育
園
で

（電
話
で
も

可
）
／
食
事
、か
ら
だ
の
発
達
、言
葉
、

教
育
、
入
園
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

［
問
］
市
内
各
保
育
園

■
家
庭
児
童
相
談
…
毎
週
月
・
火
・

木

・
金
曜
の
午
前
９
時
～
午
後
４

時

（
祝
日
を
除
く
）
／
福
祉
課
で

［
問
］
福
祉
課
☎
63

・
１
４
１
７

■
女
性
福
祉
相
談
…
毎
週
月
・
水
・

木

・
金
曜
の
午
前
９
時
～
午
後
４

時

（
祝
日
を
除
く
）
／
福
祉
課
で

［
問
］
福
祉
課
☎
63

・
１
４
１
７

■
知
的
障
が
い
者
相
談
…
知
的

障
が
い
者
の
家
庭
に
お
け
る
養
育
、

生
活
な
ど
で
お
悩
み
の
人
は
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
／
月
～
金
曜

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

［
問
］
知
的
障
が
い
者
相
談
員

宮
崎
京
子
さ
ん
☎
62

・
１
１
７
５

北
田
輝
子
さ
ん
☎
68

・
５
７
１
５

■
老
人
相
談
…
高
齢
者
の
各
種
相

談
・助
言
な
ど
に
応
じ
ま
す
／
火
・水
・

木
曜　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
祝

日
除
く
）
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

［
問
］
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
62

・
１
６
１
０

相

談

の

窓

口

■
身
体
障
が
い
者
相
談
…
身
体

に
障
が
い
の
あ
る
人
の
更
生
援
護
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
／

月
～
金
曜　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

［問
］
身
体
障
が
い
者
相
談
員

斎い
つ
き

浩
史
さ
ん
☎
66

・
３
８
２
８

松
村
茂
行
さ
ん
☎
66

・
２
１
６
７

田
畑
俊
秀
さ
ん
☎
68

・
２
１
１
３

松
下
さ
え
子
さ
ん
☎
66
・
２
４
２
４ 

坂
本
留
美
子
さ
ん
（電
話
相
談
不
可
）

前
田
泰
治
さ
ん　

☎
62
・
２
５
５
１

【そ
の
他
の
各
種
相
談
】

■
女
性
の
た
め
の
こ
・
こ
・
ろ

相
談
室

（
ほ
っ
と
ル
ー
ム
）
…

毎
週
火
・
木
曜
の
午
前
10
時
～
午

後
４
時

（祝
日
を
除
く
）
／
働
く
女

性
の
家

（
エ
ポ
ッ
ク
・
荒
尾
）
で
／

面
接
相
談
は
要
予
約
・
託
児
あ
り

[

問]

働
く
女
性
の
家

（
エ
ポ
ッ
ク
・

荒
尾
）☎
62
・７
７
７
０
（電
話
相
談
可
）

モシモシ健康情報
☎ 096-385-3300

●●熊本県保険医協会●●

４月

▽月曜  思春期のうつ病

▽火曜  あなたの家族が認知症になったら

▽水曜  キス病（伝染性単核球症）

▽木曜  歯科口腔外科関連

▽金曜  夜、眠れない方へ

▽土・日曜  加齢による膝の痛みの予防

※テーマは変更になることがあります。
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お
は
な
し
会
へ
ど
う
ぞ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
）

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
話
と
親
し
む
ひ
と
と
き
を
、

親
子
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

▼
キ
ャ
ッ
チ
・
ハ
ー
ト
・
ブ
ッ
ク

お
は
な
し
会
（
キ
ッ
ズ
・
フ
レ
ン
ド
）

　

２
日
（
金
）　

午
前
11
時

　

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

「
天
使
の
館
」

▼
ぐ
り
と
ぐ
ら
お
話
の
会

　

10
日
（
土
）
午
後
２
時
～

　

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

「
天
使
の
館
」

▼
乳
幼
児
の
た
め
の
お
は
な
し
会

（
ぐ
り
と
ぐ
ら
お
話
の
会
）

　

16
日
（
金
）　

午
前
11
時
～

　

場
所　

み
ど
り
蒼
生
館

▼
キ
ッ
ズ
・
フ
レ
ン
ド
の
お
は
な

し
会

　

17
日
（
土
）
午
後
２
時
～

　

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

「
天
使
の
館
」

▼
な
か
よ
し
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
お
は

荒尾市立図書館移動図書館
「読む読むくん」 の巡回予定表 （4 月～ 6月）

曜日 ステーション 時間帯 巡回日

月

くすりの金龍堂 11:05 ～ 11:25
4/5、 4/26

5/17
6/7、 6/28

桜山小学校 13:00 ～ 13:40

ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ緑ケ丘店 14:10 ～ 14:30

マミーズ緑ケ丘店 14:45 ～ 15:05

火
清里保育園 　9:30 ～ 10:20 4/20

5/11
6/1、 6/22清里小学校 13:10 ～ 13:50

木

中央保育園 10:00 ～ 10:40
4/15

5/6、 5/27
6/17

小岱荘 10:45 ～ 11:05

緑風園 11:10 ～ 11:30

緑ケ丘小学校 13:10 ～ 13:55

金

万田保育園 10:00 ～ 10:40
4/2、 4/23

5/14
6/4、 6/25

原万田三井アパート 10:55 ～ 11:15

荒尾第三小学校 13:10 ～ 13:50

四ツ山児童公園 14:15 ～ 14:35

月

桜山中央集会所 10:00 ～ 10:20
4/19

5/10、 5/31
6/21

メディア交流館 10:40 ～ 11:00

八幡小学校 13:15 ～ 13:50

マルエイ荒尾店 14:20 ～ 14:40

火

岩本橋駐車場 10:00 ～ 10:20
4/13

5/7 （金）、 5/25
6/15

川北駐車場 10:30 ～ 10:50

平井小学校 13:00 ～ 13:40

開公民館 13:55 ～ 14:15

木

府本小学校 13:00 ～ 13:30 4/8、 4/30 （金）
5/20
6/10

府本熊野宮 14:00 ～ 14:20

金山公民館 14:40 ～ 15:00

な
し
会

　

24
日
（
土
）
午
後
２
時
～

　

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

「
天
使
の
館
」

※
ど
の
お
は
な
し
会
も
参
加
無

料
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
市
立
図
書
館 

４
月
の
休
館
日

４
日

（第
一
日
曜
）、
７
日

（水
）、

14
日

（水
）、
21
日

（水
）、
28
日

（水
）、
29
日

（木
・
祝
）

[

問]

市
立
図
書
館

☎
63
・
２
３
７
９

移動図書館にもコンピュータが導入されるため、新たな登録が必要です。
住所が確認できるものをお持ちのうえお越しください。

※巡回日が祝日 ・年末休館日と重なった場合は日程を変更しています。

荒 尾 市 立 図 書 館 に 図 書 館 シ ス テ ム が 導 入 さ れ ま し た

　
　

館
内
の
蔵
書
検
索
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

画
面
に
直
接
触
れ
て
五
十
音
で
入
力
し
、

検
索
で
き
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
で
も

手
軽
に
使
え
る
。
入
口
付
近
に
設
置

　

３
月
１
日

（
月
）
か
ら
、
市
立
図
書

館
に
図
書
館
シ
ス
テ
ム(

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ)

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
蔵
書
点

検
の
た
め
の
特
別
整
理
休
館
明
け
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
朝
か
ら
利
用
者
が
訪

れ
、
早
速
新
し
い
図
書
カ
ー
ド
へ
の
移

行
と
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、
貸
出
や
返

却
に
か
か
る
時
間
が
短
く
な
る
ほ
か
、

館
内
の
検
索
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
図
書
館

資
料
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
同
時
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
さ

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
蔵
書
の
検

索
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
貸
出
冊
数
は
こ
れ
ま
で
の

１
人
５
冊
か
ら
10
冊
に
増
や
さ
れ
る
な

ど
、
新
サ
ー
ビ
ス
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
季
節
の
始
ま
り
に
、
あ
な
た

も
図
書
館
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

[

問]

市
立
図
書
館
☎
63

・
２
３
７
９

　　新しいカード。 中央に自分で署名する
　
　

新
し
い
カ
ー
ド
で
手
早
く
貸
し
出
し

　
　

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
蔵
書
検
索
が
可
能
に
な
っ
た

アドレス　http://www.arao-lib.jp/ 

▲

▲

▲

▲
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男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
中
学
生
の
作
品 

入
賞
作
品

　

み
な
さ
ん
は
男
女
差
別
を
ど
う
思
っ
て
い
ま
す

か
。
今
で
こ
そ
、
女
の
人
が
仕
事
に
つ
い
て
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
で
も
昔
は
男
の
人
が
仕
事
へ

行
き
女
の
人
は
家
の
仕
事
を
す
る
、
こ
れ
が
あ
た

り
前
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
私
は
こ
ん
な
事
が
、
お
か

し
い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
い
ろ
ん
な
男
女
差
別
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
子
ど
も
用
の
お
も
ち
ゃ
で
す
。
お
も
ち

ゃ
は
男
の
子
用
女
の
子
用
と
分
か
れ
て
い
ま
す
。
で

も
男
の
子
が
人
形
で
遊
ん
だ
り
、
女
の
子
が
ミ
ニ
カ

ー
で
遊
ん
で
も
、
全
然
お
か
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
こ
っ
ち
と
か
男
の
子
な
ん

だ
か
ら
こ
っ
ち
と
か
言
う
の
は
、
あ
ま
り
良
く
な
い

と
思
い
ま
す
。
普
通
の
生
活
の
中
で
も
い
ろ
ん
な
差

別
が
あ
り
ま
す
。
私
も
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
事

で
す
。
家
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
と
、
家
族
か
ら
「
女

の
子
な
ん
だ
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
し
な
さ
い
。
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
部
屋
が
汚
か
っ
た
と
き
に
も

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
だ
ら
し
な

く
し
て
い
た
こ
と
や
、
部
屋
を
汚
く
し
て
い
た
こ
と

は
反
省
し
ま
し
た
。
で
も
、
女
の
子
だ
か
ら
と
か
は
、

言
わ
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
男
の
子
だ
っ
て

だ
ら
し
な
く
し
て
い
た
り
、
部
屋
を
汚
く
し
て
、
お

こ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
逆
に
男
の
子

は
、
泣
き
た
く
な
っ
て
も
、
男
な
ん
だ
か
ら
泣
く
な
、

と
言
わ
れ
て
大
変
だ
な
と
思
い
ま
す
。
男
の
子
が

泣
い
た
ら
、
か
っ
こ
悪
い
と
か
、
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
け
ど
悲
し
い
時
は
泣
い
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
男
性
は
で
き
る
の
に
女
性
は
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
野
球
や
、
相
撲
な
ど

で
す
。
女
性
も
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
プ
ロ
ま
で
は
な
く
て
も
、

ア
マ
チ
ュ
ア
で
、
で
き
る
も
の
が
増
え
て
い
け
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

昔
の
政
治
の
実
権
と
権
力
を
も
っ
て
い
た
人
た
ち

は
、
男
の
人
ば
っ
か
り
で
、
女
の
人
は
、
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
選
挙
に
出
れ
た
の
も
、
満
二
十
五
歳
以

上
で
、
税
を
多
く
は
ら
っ
て
い
た
人
で
し
た
。
こ
れ

も
差
別
だ
と
思
い
ま
す
。
昔
の
女
の
人
は
、
結
婚

し
て
、
子
ど
も
を
産
ん
で
、
家
族
を
守
る
の
が
あ

た
り
ま
え
と
さ
れ
、
進
学
な
ど
は
せ
ず
、
家
の
手

伝
い
ば
か
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
な
の
で
、
女
の

人
が
政
治
の
世
界
へ
進
出
し
て
い
く
な
ど
、
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

最
近
に
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
女
の
人
が
政
治
家
と
し

て
、
か
つ
や
く
す
る
事
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
、
会
社
を
立
ち
上
げ
社
長
に
な
っ
た
り
、
重

要
な
役
職
に
つ
く
人
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
い
ま

ま
で
男
の
人
た
ち
ば
か
り
が
、
い
ろ
ん
な
考
え
を
出

し
て
社
会
を
つ
く
っ
て
い
た
け
ど
、
女
の
人
が
加
わ

っ
て
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
今

ま
で
と
ち
が
う
社
会
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
、
男
女
が
平
等
に
な
っ
て
社

会
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

人
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
っ
て
、
誰
一
人
と

し
て
、
お
な
じ
人
は
い
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
女
だ
か
ら
、

男
だ
か
ら
と
否
定
し
あ
う
の
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な

人
が
い
る
の
で
、
そ
の
個
性
を
認
め
あ
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
現
実
は
、
ま
だ
ま
だ

差
別
を
し
た
り
、
男
女
平
等
で
は
な
い
所
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
も
っ
と
社

会
の
中
で
一
人
一
人
が
意
識
し
あ
う
こ
と
が
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
男
女
差
別
に
つ
い
て
」

荒
尾
第
三
中
学
校
２
年　

園
田 

温
子
さ
ん

■

作

文

部

門

優

秀

賞

■

　荒尾・玉名地域の中学生から、毎日の生活の中で男女共同参画について考えた作品（作文、

短歌、俳句）を募集し、合計 89 点の応募がありました。その中から、優秀賞に選ばれた作

品をご紹介します。

　普段の暮らしの中にある男女共同参画社会について、中学生の目で見て感じた作品です。

この他の作品も素晴らしい作品でした。ご応募いただいた中学生の皆さん、ありがとうご

ざいました。

　※掲載している学校・学年は応募当時のものです。
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男
女
の
差　

得
意
不
得
意　

あ
る
け
れ
ど　

力
を
あ
わ
せ　

く
ら
し
て
い
こ
う

荒
尾
第
二
中
学
校
２
年　

竹
下 

郁
哉　

さ
ん

■

短

歌

部

門

優

秀

賞

■

■

俳

句

部

門

優

秀

賞

■

　男性は男性にしかできないことや

個性を持っていて、 女性は女性にし

かできないことや個性を持っていま

す。 けど、 男性と女性が力を合わ

せればすごい力がうまれると思いま

す。 なので、 男性、 女性関係なく

生きていけるような世界を、 男性と

女性が力を合わせて作っていけれ

ばいいと思います。 そして、 差別の

ない世界をこれから作っていければ

いいなあと思います。

朝
起
き
て　

台
所
に
は
母
と
父

二
人
仲
良
く　

弁
当
作
り

荒
尾
第
四
中
学
校
３
年　

荒
尾 

梨
乃　

さ
ん

　「母」 だけでなく 「父」 も一緒に弁

当を作ることによって、 何かとても

大きな物を得られる感じがして、 そ

の姿を見るだけで、 今まであった男

女差別が自然と消えていきそうだな

と思い、 この短歌を作りました。

梨
を
穫と

り　

一
緒
に
売
る
は　

父
と
母

荒
尾
第
四
中
学
校
３
年　

橋
本 

好
美　

さ
ん

　男女関係なく色々なことを楽しめた

らいいと思い作りました。

【
規

格

】

●
サ
イ
ズ　

縦
48
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

横
180
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

（
こ
の
記
事

の
色
付
き
外
枠
の
サ
イ
ズ
で
す
）

●
色　

単
色
刷
り

（
グ
レ
ー
ス
ケ

ー
ル
ま
た
は
白

・
黒
の
２
階
調
）

●
掲
載
枠
数　

１
業
者
に
つ
き
１
号

あ
た
り
原
則
１
枠
、
年
間
22
回

●
価
格　

１
号

（
１
枠
）
の
掲
載

に
つ
き
２
万
円

●
原
稿
作
成
に
つ
い
て　

掲
載
広

告
の
完
全
な
版
下
ま
た
は
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
限　

所
定
の
申
込

書
に
掲
載
原
稿
を
添
え
、
掲
載
希

望
号
発
行
日
の
30
日
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に

「
広
報
あ
ら
お
広
告
掲

載
取
扱
要
領
」
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

[

申
・
問]

秘
書
広
報
課

☎
63

・
１
１
５
７

女
ひと

と 男
ひと

が と も に い き い き 輝 く ま ち 　 あ ら お

【
有
料
広
告
】
←
表
示
が
外
側
に
つ
き
ま
す

広報あらおに

有料広告を掲載

しませんか！
通 年 随 時 募 集 中

荒 尾 市 男 女 共 同 参 画 都 市 宣 言

あなたがいる　わたしがいる　みんながいる

お互いを認め　理解し　支え合い

共に生きる　荒
ま ち

尾をめざして

今ここに　生きている幸せを知り

これから生まれてくる　新しい生
い の ち

命のために

本当のやさしさで溢れる　荒
ま ち

尾をめざして

男女が互いに　その人権を尊重し

喜びも責任も　分かち合い

だれもが　いきいきと輝く　荒
ま ち

尾をめざして

わたしたちは

ここに

「男女共同参画都市」 を宣言します

（平成 17 年 1 月 2 9 日 ）
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■ 小さな国際交流、 始めてみ

ませんか !　ホストファミリー募集

　北米、 ヨーロッパ、 アジアなどから

日本に興味を持つ約 30 人の若者が

荒尾市にやってきます！ 「日本の地

域を世界の 『キャンパス』 に」 を理

念に活動する NPO 法人ワールドキャ

ンパスインターナショナルのプログラ

ムに参加するメンバーです。 一般家

庭でのホームステイや地域の人々と

の交流を通じて、 言語や異文化を学

びます。 彼らを家族として迎え、 草

の根の国際交流をしてみませんか ?

●期間　6 月 5 日 （土） ～ 10 日 （木）

（5 泊 6 日）

※期間中、 寝る場所、 朝食 ・ 夕食、

集合場所までの送迎をお願いします。

※ホストファミリー説明会を 4 月また

は 5 月に開催予定です。

[ 申・問 ]　アッピーありあけ　担当 ：

西村美紀　〒 864-0041　荒尾市荒

尾 4160-10 「カレン」 内

☎ 090-5292-3213( 午 前 10 時 ～ 午

後 7 時 )

E メール uppyariake@gmail.com

ホームページhttp://uppyariake.jugem.jp/

※ホストファミリー以外でも国際交流

に興味のある人はお問い合わせくだ

さい！

■ 荒尾少年柔道クラブ会員募集

●時間　毎週月 ・ 水 ・ 土曜日、 午

後 6 時 30 分～ 8 時 30 分

●場所　市体育センター

●対象　小学生以上

●会費　月額 2,000 円

[ 問 ] 西山邦彦☎ 66-0453

■ 平成 22 年度　防衛省職員

採用試験 （Ⅰ種試験 ・ Ⅱ種試

験） を行います

●受付期間　4 月 1 日 （木） ～ 12

日 （月）

※受験資格 ・ 受験申し込み書 ・ 試

験日程など、 詳しいことはお問い合

わせいただくか、 防衛省ホームペー

ジをご覧ください。

[ 問 ] 九州防衛局総務課人事係

☎ 092-483-8815

ホームページ　http://www.mod.go.jp/

■ キャリアアップセミナー 「職

場で役立つコミュニケーション」

（全 2回） 参加者募集

　職場が元気になるよう、 コミュニケ

ーション技術を身につけましょう！

●日時　① 4 月 24 日 （土 )、 ② 5

月 22 日 （土）、 どちらも午前 10 時

～正午

●場所　働く女性の家 （エポック ・

荒尾） 研修室

●対象者　勤労女性または求職中

の女性、 コミュニケーションを学びた

い人もどうぞ。 定員 15 人 （先着順）

●講師　こころのサポートセンター ・

ウィズ　波口恵美子さん

※ 2 歳～就学前まで託児あり

※受講希望の人は下記までご連絡く

ださい。

[ 申・問 ]　働く女性の家 （エポック・

荒尾） ☎ ・ FAX 64-2884

募　　集

試　　験

試験・募集・イベント

荒尾市地域再生
雇用創出協議会

ホームページ開設！

　荒尾市地域再生雇用創出協

議会は、 厚生労働省の委託を

受け新パッケージ事業を運営し

ていて、 平成 21 年度から 3 カ

年の予定で地域の求職者 ・ 事

業所を対象に、 雇用促進に関

するさまざまな講座やセミナーを

行っています。

　この度ホームページを開設しま

した。 ホームページでは就職に

役立つ情報や求人情報 ・ 講座

などの情報を公開しています。

　会員登録も可能ですのでぜひ

ご利用ください。

◆協議会ホームページ　

http://arao-saisei.jp

講　　　座　　　名 回　数

野菜ソムリエジュニア
マイスター講座

1 コース

ＣＡＤ講座 1 コース

ホームヘルパー
2 級講座

2 コース

簿記会計講座 1 コース

市民起業塾 1 コース

◆今年度開催予定の求職者向

け講座 （主要なもの）

[ 問 ] 市地域再生雇用創出協議会

　☎ ・ FAX　64-3992

▼
新
年
度
の
始
ま
り
で
す
。
進
学

や
就
職
、
或
い
は
退
職
な
ど
、
こ

れ
ま
で
と
生
活
が
大
き
く
変
わ
る

人
も
多
い
季
節
で
す
ね
▼
変
化
へ

の
期
待
と
不
安
や
戸
惑
い
が
同
居

し
、
心
に
立
つ
波
も
大
き
い
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
▼
し
か
し
ど
ん
な
と

き
で
も
前
向
き
に
、
初
心
に
戻
っ
て

新
鮮
な
気
持
ち
を
思
い
出
し
て
や

っ
て
い
こ
う
…
と

「
前
進
」
へ
の
思

い
を
込
め
、
今
回
の
表
紙
は

「
サ

ク
ラ
」
で
す
▼
こ
の
サ
ク
ラ
、
実
は

「
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ザ
ク
ラ
」
と
い
う
実
の

な
る
サ
ク
ラ
で
す
。
一
般
的
な
お

花
見
シ
ー
ズ
ン
に
楽
し
む
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
よ
り
一
カ
月
ほ
ど
早
く
咲
き
、

５
月
の
連
休
前
に
は
甘
酸
っ
ぱ
い
実

を
つ
け
ま
す
。
季
節
の
進
度
よ
り

す
こ
し
早
く
作
る
広
報
に
合
わ
せ

て
満
開
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
▼
５

月
に
実
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
よ
う
に
…

と
い
う
の
は
慌
て
す
ぎ
で
す
が
、
新

し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
皆
さ
ん
の

日
々
の
積
み
重
ね
が
、
い
つ
か
素
晴

ら
し
い
実
り
の
季
節
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
よ
う
に
。
エ
ー
ル
を
送
り
つ
つ
、

自
分
自
身
を
励
ま
し
ま
す
▼
こ
の

「
広
報
あ
ら
お
」
も
今
年
度
か
ら

「
秘
書
広
報
課
」
で
の
発
行
と
な
り

ま
す
。
荒
尾
の
日
々
を
伝
え
る
広

報
も
、
こ
の
春
皆
さ
ん
と
一
緒
に

新
た
な
気
持
ち
で
歩
き
出
そ
う
と

思
い
ま
す

（ｃ
）
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■ 上小路子ども神楽 奉納

　約 160 年の伝統があり、 荒尾市野

無形文化財の指定を受けています。

当日は 「五穀豊穣」 「家内安全」 を

祈願して、 小学生から中学生までの

子どもたちが、 男の子は狩衣、 女の

子は舞衣姿で、 御幣 ・ 弓 ・ 剣 ・ 鈴

などを持ち、 笛 ・ 太鼓に合わせて優

雅に舞います。

●日時　4月14日（水）、午後6時～、

15 日 （木） 午後 2 時～

●場所　上荒尾熊野座神社

[ 問 ] 宮川美香☎ 64-1608

■ 第 51回科学技術週間行事

●日時　4 月 18 日 （日）

●内容

①子ども科学館の無料開放 （午前

9 時～午後 5 時） ／文化センター子

ども科学館にて

②荒尾少年少女発明クラブ活動紹

介 （午前 9 時～午後 5 時） ／文化

センター子ども科学館内にて

③講演・実験・製作（午後1時～3時）

／文化センター小ホールにて／講演

「実験で学ぶ音波の不思議な世界」

（小 ・ 中学生対象） 熊本高等専門学

校 准教授　小田川裕之氏

●対象　市内居住の小・中学生 （た

だし、小学 3 年生以下は保護者同伴）

●参加費　120 円 （保険料）

●申し込み方法　事前に社会教育

課にある所定の申込書で申し込んで

ください。

●申込期間　4月1日（木）～14日（水）

[ 申・問 ] 社会教育課内荒尾少年

少女発明クラブ事務局　☎ 63-1681

イ ベ ン ト

　

◆
肥
後
街
道
宿
場
を
歩
く

〈
大
川
市
〉

　

江
戸
時
代
か
ら
の
古
い
町
並
み
と
職
人
の
技
を
歩
き

な
が
ら
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
わ
れ
ら
職
人
展
、
酢
蔵

開
き
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
案
内
す
る
町
歩
き
で
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時　

４
月
24
日

（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
、
25
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所　

小
保
・
榎
津
地
区

[

問]

旧
吉
原
家
住
宅　

☎
０
９
４
４
・
86

・
８
３
３
３

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て

◆
春
の
大
川
木
工
ま
つ
り
〈
大
川
市
〉

　

家
具
・
建
具
の
展
示
販
売
と
名
産
市
、
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン

テ
リ
ア
総
合
展
、
総
額
200
万
円
相
当
の
家
具
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

家
具
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
親
子
木
工
教
室
な
ど
を
開
催　

▼
日
時　

４
月
10
日

（
土
）
・
11
日

（
日
）
午
前
９
時

～
午
後
６
時

▼
場
所　

大
川
産
業
会
館
ほ
か

[

問]

春
の
大
川
木
工
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
０
９
４
４
・
75
・
１
３
１
４

■ 春の牡丹茶会

　今年も牡丹茶会の季節がやってき

ました

　春も本番！赤･白･ピンクの牡丹が

見事に咲き誇っています。 ゆっくりお

茶をいただきながら、 楽しい時間を

過ごしませんか。

●日時　4 月 11 日 （日）、 午前 10

時～午後 3 時

●場祖　宮崎兄弟の生家

●主催　裏千家･中嶋宗澄社中、 宮

崎兄弟の生家施設

[ 問 ] 宮崎兄弟資料館☎ 63-2595

■ 春の感謝祭

　ご家族連れで楽しいひとときをどうぞ。

●日時　4 月 10 日（土）～ 11 日（日）

午前 10 時～午後３時

●場所　福祉村　荒尾市社会福祉事

業団内グラウンド （荒尾市増永 2452

番地 2）

●内容　野菜苗販売　（ナス、 ピーマ

ン、 きゅうり、 トマト、 ミニトマト、 に

がうり、 ゴーヤ、 かぼちゃ、 おくら、

ししとう、 とうがらし、 サニーレタスほ

か）、 花苗販売 （サルビア、 マリー

ゴールド、 ペチュニア、 日々草、 メ

ランポディウム、 ガザニア、 インパチ

ェンス、 コリウスほか）

翌檜窯 ・ 陶工房リベルテ合同窯開き

※陶器類全品 10％ OFF、 ステージ

イベント ・ 食品バザー （ラーメン、 カ

レー、やきそば他） など盛りだくさん！

ビンゴゲーム大会で掘り出し物の陶

器が当たります。

[ 問 ] 市社会福祉事業団☎ 62-7931

■ 春の山野草展

●日時　4 月 17 日 （土） 午前 10 時

～午後 5 時、 18 日 （日） 午前 9 時

30 分～午後 4 時

●場所　小岱工芸館

●主催　荒尾山野草会

[ 問 ] 髙村☎ 68-0452

■ NHK 学園 22年度生徒募集

　通信制の高等学校普通科の生徒を

募集しています。 まずは無料の案内

書をご請求ください。

●募集内容　高等学校普通科 （3

年制）

●募集期間　4 月 20 日 （火） 必着

[問]NHK学園　☎042-572-3151（代

表）、 FAX042-574-1006、 案内書請

求フリーダイヤル　☎ 0120-06-8881

ホームページ　http://www.n-gaku.jp

　　昨年の感謝祭のようす▲

　
　

昨
年
の
牡
丹

▲
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平日夜間小児救急診療当番医実施表

［問］ 平日…有明広域行政事務組合消防

本部　☎ 73-5271

または市保健センター☎ 63-1133

土 ・ 日曜 ・祝日…市役所☎ 63-1111

※やむを得ない事情で変更になることがあ

ります。 当該医療機関をお確かめのうえ受

診してください。

【小児救急電話相談 （熊本県）】

時間　午後 7時～午前 0時

☎県内統一　♯ 8000 または☎ 096-364-9999

［問］ 荒尾市医師会☎ 62-0072 （昼間）

荒尾市保健センター☎ 63-1133 （昼間）

市役所☎ 63-1111 （夜間）

※やむを得ない事情により変更になることがありま

す。 当該医療機関をお確かめのうえ受診してくだ

さい。

休 日 当 番 医 日 程 表

日 曜 ※ 施設名　　住所 （市内は行政区）　　電話

4 日

外 ふじさわ脳神経外科クリニック 四ツ山町3丁目 ☎ 64-2238

内 さとう総合内科クリニック 上小路 ☎ 62-1273

歯 おがた歯科医院 桜山町 2丁目 ☎ 68-5558

眼 中山眼科医院 大牟田市吉野 ☎ 0944-58-0028

11 日

外 伊藤医院 四ツ山町3丁目 ☎ 62-0405

内 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65-8181

歯 福嶋歯科医院  大島町 3丁目 ☎ 62-1472

眼 荒尾市民病院 本村 ☎ 63-1115

18 日

外 南整形外科医院 荒尾大谷 ☎ 64-2302

内 あだち内科胃腸科クリニック 岱洋中 ☎ 65-8500

歯 たばた歯科医院 水島 ☎ 68-5333

眼 ふくやま眼科医院 大牟田市倉永 ☎ 0944-50-1666

25 日

外 吉田整形外科クリニック 牛水上 ☎ 62-6200

内 山田クリニック 東屋形 2丁目 ☎ 62-7722

歯 ふかうら歯科医院 緑ヶ丘 5丁目 ☎ 69-3718

眼 まつお眼科医院 大牟田市青葉町 ☎ 0944-55-3088

29 木

外 荒尾脳神経外科医院 川登 ☎ 65-6030

内 田中良医院 岱洋東 ☎ 66-0666

歯 蔵本歯科医院 大正町 1丁目 ☎ 62-0772

眼 米の山病院 大牟田市今山 ☎ 0944-51-3311

日 曜 施設名　　住所　　電話

1 木 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65-8181

2 金 荒尾市民病院 （足達正昌） 本村 ☎ 63-1115

5 月 荒尾市民病院 （田中健） 本村 ☎ 63-1115

6 火 荒尾市民病院（牛島健一郎） 本村 ☎ 63-1115

7 水 荒尾市民病院 （西芳徳） 本村 ☎ 63-1115

8 木 荒尾市民病院 （坂田譲） 本村 ☎ 63-1115

9 金 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65-8181

12 月 荒尾市民病院 （松山公明） 本村 ☎ 63-1115

13 火 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65-8181

14 水 荒尾市民病院 （西芳徳） 本村 ☎ 63-1115

15 木 田宮医院 大島町 ☎ 62-0017

16 金 荒尾市民病院 （足達照之） 本村 ☎ 63-1115

19 月 荒尾市民病院 （佐藤章） 本村 ☎ 63-1115

20 火 荒尾市民病院（牛島健一郎） 本村 ☎ 63-1115

21 水 荒尾市民病院 （西芳徳） 本村 ☎ 63-1115

22 木 荒尾市民病院 （足達正昌） 本村 ☎ 63-1115

23 金 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65-8181

26 月 荒尾市民病院 （本里雄一） 本村 ☎ 63-1115

27 火 荒尾市民病院 （伊藤隆康） 本村 ☎ 63-1115

28 水 荒尾市民病院 （西芳徳） 本村 ☎ 63-1115

30 金 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65-8181

診
療
時
間
帯
…
午
後
７
時
か
ら
午
後
10
時

※土曜日はお問い合わせください

眼 科 の 休 日 当 番 を 新 設 し ま す

　平成 22 年 4 月 1 日から、 大牟田医師

会の眼科医と協同で休日当番医を開設す

ることになりました。

【診療時間】

外科・内科・眼科…午前9時～午後5時 （た

だし、 大牟田の眼科は午後6時まで）

歯科…午前 10時～午後 4時

※午後 5 時以降は市民病院救急外来を

ご利用ください

※種別 （外…外科系　内…内科系　歯…歯科系　眼…眼科）

調剤薬局

薬剤師会会営　かめしま薬局

（市民病院前）　☎ 69-1175
毎日営業

（時間：午前8時30分～午後5時30分）

医 療
カレンダー

M e d i c a l

t r e a t m e n t

c a l e n d a r

４ 月



��
広 報 あ ら お   2010.4.1

４
月
の
開
催
予
定

荒
尾
け
い
ば

１
（木）

11
（日）

佐賀場外発売
GⅠ桜花賞

21
（水）

名古屋場外発売
大井リレーナイター

２
（金）

12
（月）

水沢場外発売
22

（木）
名古屋場外発売
大井リレーナイター

３
（土）

荒尾開催 13
（火）

金沢場外発売 23
（金）

名古屋場外発売
大井リレーナイター

４
（日） 荒尾開催

14
（水）

名古屋場外発売
マリーンカップ

24
（土） 佐賀場外発売

５
（月）

水沢場外発売
15

（木）
荒尾開催

25
（日）

佐賀場外発売
ル ・ プランタン賞

６
（火）

金沢場外発売
大井リレーナイター

16
（金）

荒尾開催 26
（月）

水沢場外発売

７
（水）

笠松場外発売
大井リレーナイター
東京スプリント

17
（土） 佐賀場外発売 27

（火） 金沢場外発売

８
（木）

笠松場外発売
大井リレーナイター

18
（日）

佐賀場外発売
GⅠ皐月賞

28
（水）

笠松場外発売

９
（金）

笠松場外発売
大井リレーナイター

19
（月）

水沢場外発売
日高賞

29
（木）

荒尾開催
オグリキャップ記念

10
（土） 佐賀場外発売 20

（火）
金沢場外発売
大井リレーナイター

30
（金）

リサイクル事業収集実績

校区
平成 22年 2月分

量 （ｔ） 金額 （円）

一小 28.1 29,448

二小 20.1 22,411

三小 11.9 12,363

旧四小 7.1 7,253

中央 23.1 25,373

緑ケ丘 16.4 19,018

平井 15.7 16,318

府本 7.1 6,868

八幡 35.0 36,533

有明 20.8 21,121

清里 11.0 15,873

桜山 15.87 15,873

合計 212.1 228,452

［問］環境保全課　☎ 63-1370

納税は

暮らしをつくる
第一歩

皆さんに納めていただ

いている市税は、行政

サービスの貴重な財源

です

［問］収納課☎ 63-1353

人

権

標

語

（平
成
21
年
度
解
放
文
化
祭
よ
り
）

元
気
よ
く　

学
校
い
こ
う　

え
が
お
で
ね

荒
尾
二
小
三
年　

山
本　

織
紅
真　

築
こ
う
よ 

平
和
な
世
界　

明
る
い
未
来

荒
尾
二
小
六
年　

川
島 

未
来　

差
別
を
な
く
し　

明
る
い
未
来
を　

目
指
そ
う
よ

荒
尾
二
小
六
年　

堤　

咲
弥
香　

世
界
中
か
ら　

い
じ
め
や
差
別
を　

な
く
そ
う
よ

荒
尾
二
小
六
年　

古
賀　

大
成　

人 の 動 き 　 2 月末現在

人 　 口 56,621 （▲ 19）（）
内
は
増
減

男 　 性 26,611 （0）

女 　 性 30,010 （▲ 19）

世 帯 数 23,648 （2）

４月の

サ ー ク ル ・ ク ラ ブ の ひ ろ ば
●サークルの内容や持参品など、 詳しくは各サークルに
直接お問い合わせください。 ●掲載を希望する人は秘書
広報課（☎63-1157）までお問い合わせください。ただし、
営利 ・ 宗教 ・ 政治目的のものは掲載できません。 ●提
出締切は毎月 10日 （休日の場合は直前の平日） です。

日 曜 時間 サークル名・内容（場所・対象・参加費・持ち物）など 問

5 月
10:30 ～

12:00

あははベビー　お話会ほか / 新こじかひろばにて /0 歳児対象
/ 参加費 100 円 / 希望者は昼食持参 / 定員に達しましたので締
め切りました　※詳しくは　http://ahaha-smile.jugem.jp/

吉田
☎ 090-3017-6551

5 月
13:00 ～

15:00

あははマタニティー　新こじかひろばにて / 妊婦さん対象 / 参加
費 200 円 / 要予約　※詳しくは　http://ahaha-smile.jugem.jp/

西山
☎ 090-4985-1041

9 金
10:30 ～

12:00

育児サークルミルキークラブ　「子どもが育つ道すじ」 / 保健セ
ンター 2 階にて / 参加費 100 円 / 予約不要

岡田
☎ 090-9470-0000

14 水
11:00 ～

15:00

あははミニクッキング　いも粥 / 林田薬局 （長洲町） にて / 参加
費 500 円 / 要予約　※詳しくは　http://ahaha-smile.jugem.jp/

濱岡
☎ 090-2718-2092

14 水 11:00 ～

バレエストレッチサークル　育児ママ応援さーくる LesAnges（レザンジェ）
　スタジオ アンシャンテ （菰屋北） にて /4 歳以下の子どものい
るママ / 無料 （託児実費）

武市
☎ 080-3373-2821

17 土 13:30 ～
おでかけあはは　親子体操 / みどり蒼生館にて / 参加費 300
円 / 要予約　※詳しくは　http://ahaha-smile.jugem.jp/

平尾
☎ 090-2397-0358

19 月
13:30 ～

15:00

あはは講座　絵本の魅力 / 新こじかひろばにて / 参加費 500
円 / 要予約　※詳しくは　http://ahaha-smile.jugem.jp/

平尾
☎ 090-2397-0358

19 月
10:30 ～

12:00

あははベビー　お話会ほか / 新こじかひろばにて /0 歳児対
象 / 参加費 100 円 / 希望者は昼食持参 / 要予約　※詳しくは　
http://ahaha-smile.jugem.jp/

吉田
☎ 090-3017-6551

20 火
10:30 ～

12:00

母と子のサロン ラクテア　助産師主催、 発達を促すベビーマッ
サージ/保健センター2階会議室にて/生後2カ月～ハイハイ頃、
定員 20 人 / オイル代のみ 500 円 / 前日までに要予約

古賀
☎ 090-8391-7487
lactea.39luna.2038@
ezweb.ne.jp

21 水 11:00 ～

バレエストレッチサークル　育児ママ応援さーくる LesAnges（レザンジェ）
　スタジオ アンシャンテ （菰屋北） にて /4 歳以下の子どものい
るママ / 無料 （託児実費）

武市
☎ 080-3373-2821

21 水
10:15 ～

11:30

ゆりかご広場　みんなで楽しく遊びましょう / みやじま幼稚園にて
/ 無料

みやじま幼稚園
☎ 62-6234
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４月
日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat

＊リサイクルはすべて 7:30 ～

＊消費生活相談…10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
　　　　　　　　消費生活相談室で
＊行  政  相  談 …10:00 ～ 12:00、 市役所総合案内で

＊無料法律相談…13:00 ～ 16:00、 市役所総合案内で

　　（要予約）

１
* 行政相談
* 無 料 法 律 相 談
（要予約）

２
* 消費生活相談
* 八幡小リサイクル
キャッチ・ハート・
ブックおはなし会
11:00 ～
中央公民館
愛の献血
10:00 ～ 11:30、
12:45 ～ 16:00
あらおシティモール

３
荒尾競馬

城北大会予選 （中
学）

（野球）野球場

４
荒尾競馬

休日開庁日
8 : 3 0 ～ 1 2 : 0 0 、
13:00 ～ 17:15
市役所 1 階窓口
ライオンズクラブ杯ビ
ーチボールバレー大会
市民体育館
連盟杯

（野球）野球場
第 15 回全日本レ
ディース県予選会

（ソフトボール）
ソフトボール球場

５
* 中央小リサイクル

６
* 消費生活相談
ビート ・ コア ・ ウ
ォーキング
19:00 ～
元気ロード

７
* 消費生活相談

８ ９
* 消費生活相談
* 清里小リサイクル
糖尿病教室 「瑞鳳
会」
14:30 ～ 16:00
市民病院
愛の献血
9:30 ～ 12:00
荒尾警察署
13:30 ～ 16:00
マックスバリュ荒尾店

10
ぐりとぐらお話の会
14:00 ～
中央公民館
第 60 回会長旗ソ
フトボール大会
ソフトボール球場
高円宮賜杯野球
大会
野球場

11
春季エンジョイテ
ニス
庭球場
牡丹茶会
10:30 ～ 15:00
宮崎兄弟生家

12
* 一小リサイクル

13
* 消費生活相談
* 旧四小リサイクル
育児相談
10:00 ～ 10:45
保健センター
健康相談
10:00 ～ 10:45
保健センター

14
* 緑ケ丘小リサイクル
* 消費生活相談
3 カ月児健診
13:15 ～ 14:00
保健センター
健康相談
9:30 ～ 11:30
老人福祉センター
上小路子ども神楽
16:00 ～
上荒尾熊野座神社

15
荒尾競馬

* 平井小リサイクル
* 行政相談
* 無 料 法 律 相 談
（要予約）
上小路子ども神楽
14:00 ～
上荒尾熊野座神社

16
荒尾競馬

* 消費生活相談
* 有明小リサイクル
乳幼児のためのお
はなし会
11:00 ～
みどり蒼生館

17
キッズ ・ フレンドの
おはなしの会
14:00 ～
中央公民館
全国スポーツ少年
団野球大会
野球場

18
第 30 回 ATSB 演
奏会
10:30 開場
文化センター
第 23 回熊日杯ビー
チボールバレー大会
市民体育館
第 51 回科学技術
週間行事
9:00 ～ 17:00
文化センター
愛の献血
10:00 ～ 11:30、
12:45 ～ 16:00
あらおシティモール

19
* 二小リサイクル
第 113 回春近県愛
好者ゲートボール大
会
ゲートボール場

20
* 消費生活相談
* 三小リサイクル
ビート ・ コア ・ ウォ
ーキング
19:00 ～
元気ロード

21
* 消費生活相談
* 桜山小リサイクル
1 歳 6 カ月児健診
13:15 ～ 14:00
保健センター
障がい者定期相
談会
9:30 ～ 11:30
市ふれあい福祉セン
ター

22 23
* 消費生活相談
3 歳 6 カ月児健診
13:15 ～ 14:00
保健センター
荒玉地区高体連大
会
陸上競技場

24
なかよしブッククラ
ブおはなし会
14:00 ～
中央公民館
発会記念グラウン
ドゴルフ大会
陸上競技場
九電旗野球大会予
選
野球場

25
陸上競技記録会
陸上競技場

万 田 坑 復 坑 祭 ―
グランドオープン
2010 ―
9:30 ～
万田坑

26
* 府本小リサイクル

27
* 消費生活相談
年金相談
10:00 ～ 15:00
市役所 42 号会議室

28
* 消費生活相談
7 カ月児健診
13:15 ～ 14:00
保健センター
健康相談
9:30 ～ 11:30
老人福祉センター

29 昭和の日
荒尾競馬

会 長 旗 （ 学 童 熊
日杯予選、 野球）
野球場
万田坑市民まつり
10:00 ～ 16:00
万田坑

30
* 消費生活相談

の カ レ ン ダ ー

※ 3 月 19 日現在予定されている行事です。 日程や時間などが変更になる場合があります。

* の時間帯 ・場所などは、 カレンダー左上をご覧ください。

E v e n t 　 c a l e n d a r 　 o f　 A r a o  C i t y


